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序     文 
 

日本政府は、エジプト・アラブ共和国政府からの要請を受け、2008年6月から3年10カ月の予定

で技術協力プロジェクト「水管理改善プロジェクトⅡ」を実施しています。 

今般、2012年4月2日のプロジェクト終了に先立ち、当機構は①協力期間中の活動実績及び計画

に対する達成度の検証を行い、評価5項目の観点から評価を行うとともに、②本協力の提言及び教

訓を抽出し、③今後の対応方針を検討することなどを目的として、2011年10月14日から同年11月4

日にかけて、当機構農村開発部畑作地帯グループ畑作地帯第二課長高橋政行を団長とする終了時

評価調査団を派遣し、エジプト・アラブ共和国関係機関より選出された評価委員と合同でプロジ

ェクト活動の評価を行いました。 

その結果、プロジェクトはおおむね順調に進捗し、プロジェクト終了までに所期の成果をほぼ

達成できる見込みであることが明らかになり、当初の計画どおり終了することが妥当と判断され

ました。 

本報告書は、上記調査団の調査、評価及び協議の結果を取りまとめたものであり、今後、広く

関係者に活用され、国際協力の推進に寄与することを願うものです。 

最後に、本調査の実施にあたりご協力とご支援をいただいた内外の関係各位に対し、心より感

謝の意を表します。 

 

平成23年12月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 熊代 輝義 
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Gharbi） ワークショップの風景（Ray1）  

 

 

 

環境改善活動で設置さ

れ た ゴ ミ 箱 （ Beni 
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Service 
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C/P Counterpart（personnel） カウンターパート 

DIAS Directorate of Irrigation Advisory Service 管区灌漑指導部支所 
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Service 
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GoE Government of the Arab Republic of Egypt エジプト・アラブ共和国 

H-Q curve Height-Quantity curve 水位流量曲線 

IAS Irrigation Advisory Service 灌漑指導部 

ID Irrigation Department 灌漑総局 
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WUU Water Users’ Union メスカ水利組合（開拓地） 
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終了時評価調査結果要約表（和文） 

１．案件の概要 

国名：エジプト・アラブ共和国 案件名：水管理改善プロジェクトⅡ 

分野：農業開発・農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：農村開発部畑作地帯第二課 協力金額（評価時点）：1億7,500万円 

 

協力期間 

（R/D）：2008年6月3日～2012年4

月2日（3年10カ月） 
先方関係機関：水資源灌漑省灌漑局灌漑指導部 

日本側協力機関：農林水産省農村振興局 

他の関連協力：特になし 

１－１ 協力の背景と概要 

エジプト・アラブ共和国（以下、エジプト）では、急激な人口増加（年率2％）による水消費

の増大と、農業生産拡大と雇用拡大をめざした農地拡大により、水資源の需給が逼迫している。

しかし、同国水資源の大部分（97％）を賄うナイル川の利用可能水量は、スーダンとの二国間

の国際水利協定により年間555億tと規定され、新たな水資源の開発にも制約がある。 

同国政府は2017年を目標年とする「国家水資源計画（NWRP）」を策定しており、水資源消費

の8割以上を占める農業セクターにおいても、灌漑改善事業、農業排水の再利用、灌漑施設の改

修等による水資源利用の効率化を推進し、新たな需要に対して必要な水資源を創出することを

計画している。同政府は、ドナーの支援を受けながら、水資源を適切に管理するため水利組合

（WUO）の設立や末端水路の改修を含む灌漑改善プロジェクト（IIP）を1980年代から開始して

おり、WUOに末端水管理の役割を担わせるための法律改正を含む施策を推進してきた。 

しかしながら、ドナーの資金援助による灌漑施設の整備は進んだものの、設立されたWUOの

数は少なく、またWUOの設立にあたっては農家の合意形成などの活動を十分に行ってこなかっ

た。その結果、設立されたWUOは農家の必要水量や取水可能量を考慮せずに硬直的な水配分を

行う、支線水路の上流側での過剰取水のために同一水路の下流側で水不足を生じさせるなど機

能しておらず、また、他地域への広がりも限定的であり、NWRPのなかで定められた2017年の

目標の達成は困難な状況にある。 

本プロジェクトは、2000年～2007年に実施した「ナイルデルタ水管理改善プロジェクト」の

フェーズ2である。フェーズ1では、エジプトが実施するIIPで整備/改修された灌漑施設を効果的

に活用するため、それに必要となる参加型のWUOの設立を支援した。WUOの基本理念につい

て農民の同意を十分に得たうえでのWUOの設置、農民参加による水管理・施設管理の計画及び

実施、工事設計や施工管理への参画等、農民を中心に据えた参加型の活動・手法がエジプト側

の高い評価を得た。 

これらを受け、WUOの設立及び活動支援を行う水資源灌漑省（MWRI）灌漑指導部（CDIAS）

の能力強化の必要性が指摘され、エジプト政府はかかる技術協力をわが国に要請し、2008年6

月～2012年4月の3年10カ月の予定で開始されたものである。 

 

１－２ 協力内容 

本プロジェクトでは、WUOの活動を促進、管理、評価、モニタリングする行政機関である

CDIASの機能強化及び職員の能力向上を目的とする。 

 

（1）上位目標 

国家の重要課題である効率的な水資源管理を実現できるよう、全国のWUOが灌漑区

（District）、支線（Branch Canal）、末端（メスカ）レベルで技術的・組織的・財政的に自立



 

ii 

している。 

（2）プロジェクト目標 

全国のWUOを設立支援、活動強化できるよう、CDIASの能力が向上する。 

（3）アウトプット 

1）灌漑区単位で取り組んでいる「統合水資源管理」が適切に実現されるよう、さまざま

なレベルで形成されるWUOの、その地域や状況に即した現実的かつ理想的な姿や機能が

明確になる。 

2）灌漑区単位で取り組んでいる「統合水資源管理」が適切に実現されるよう、WUOの設

立支援、活動強化をするための方策が確立される。 

3）国内のWUOの設立支援、活動強化をするために、全国レベルで政府機関の体制が整う。

 

（4）投入（評価時点）： 

日本側：総投入額 1億7,500万円 

長期専門家 3名（123.7人/月） 機材供与 2,300万円 

短期専門家 4名（2.3人/月）（延べ） ローカルコスト負担 1,900万円 

研修員受入 16名 

エジプト側：総投入額    85万2,841エジプトポンド 

カウンターパート（C/P） 42名 

オフィススペース貸与 ローカルコスト負担 85万2,841エジプトポンド 

２．評価調査団の概要 

調査者 総括（団長） 高橋 政行 国際協力機構 農村開発部畑作地帯グループ畑作地帯 

第二課長 

水利組合/ 

水資源管理 

田中 宏 農林水産省 農村振興局海外土地改良技術室 課長補佐 

 

協力計画 岩崎 真紀子 国際協力機構 農村開発部畑作地帯グループ畑作地帯 

第二 職員 

評価分析 小笠原 暁 株式会社 VSOC コンサルタント 
 

調査 

期間 
2011年10月14日～2011年11月4日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標はプロジェクト終了までに達成される見込みである。 

プロジェクト活動がすべて終了しておらず、評価指標の達成度が判定できないため、現

時点では判定できない。C/Pと専門家からの聞き取りによると、評価指標である2つの成果

物は、本プロジェクト終了時には完成する見込みである。 

2011年6月にWUOのあり方に関するセミナーが実施され、セミナーにおいてはCDIASと

管区灌漑指導部（GDIAS）の職員が「WUO支援のための政府主体の役割の活性化」、「WUO

支援・活性化についての手法」、「統合的水管理の活性化のためのWUOの組織及び役割の定

義」について議論をしており、実質的な議論が開始されている。 

専門家とC/Pへの聞き取りによると、メスカレベル及び支線レベルにおいて「水利組合の

設立・強化のための基本計画及び実施計画（A master plan and implementation plan for 

establishing and strengthening WUOs）」は2012年2月までにはCDIASによって作成される予定

である。したがって、上記計画が作成されれば、プロジェクト目標は達成される見込みで
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ある。 

 

（2）アウトプット1の達成度 

アウトプット1は指標を十分に満たしており、達成される見込みである。 

水路維持管理・水路運営計画の作成、計画実施の状況、農民からのクレームの減少等、

評価指標を十分に満たしており、アウトプット1はプロジェクト終了時には達成される見込

みである。しかしながら、プロジェクトによって達成された成果を基により高い産出度を

実現するためには、灌漑指導部（IAS）スタッフ及びWUOメンバーに対して管理・計画に

関する研修を引き続き実施していく必要がある。 

 

（3）アウトプット2の達成度について 

アウトプット2は指標を十分に満たしており、達成される見込みである。 

評価・モニタリング（M&E）マニュアル作成、プロジェクトサイトにおける活動計画（PO）

に基づいた計画の実施・問題解決等、評価指標を十分に満たしており、アウトプット2はプ

ロジェクト終了時には達成される予定である。しかしながら、プロジェクトによって達成

された成果を基により高い産出度を実現するためには、灌漑指導部（IAS）スタッフ及び

WUOメンバーに対してM&Eに関する研修を引き続き実施していく必要がある。 

 

（4）アウトプット3の達成度について 

アウトプット3について指標の充足という点からは達成される見込みであるが、指標とア

ウトプットの間にはやや乖離が認められた。 

評価チームによる評価指標上の評価、つまり、評価指標の達成度合いによると、管区灌

漑指導部支所（DIAS）の全国レベルの設立計画の策定、灌漑区水利組合（DWB）の役割・

機能の明確化等が実施されており、アウトプット3は、達成される予定である。しかしなが

ら、アウトプット3の記述によるとプロジェクトの成果を全国に展開することが必要であ

り、そのためにはエジプト政府側の政治的コミットメントが必要不可欠であるため、実際

の達成度と評価指標上の評価とはやや隔たりがあることに留意する必要がある。 

 

（5）上位目標の達成見込みについて 

現時点では、上位目標達成の方向性についてはエジプト政府側の政治的な不安定性もあ

ることから、現在言及するのは適切ではない。 

一方で、プロジェクト目標が達成され、かつエジプト政府のCDIASに係る方針が変更し

ない、WUO強化を進めるための必要な予算措置がされるといった外部条件が満たされれば

上位目標が将来（プロジェクト終了後3年～5年後）達成される可能性はある。しかしなが

ら、エジプト政府側からの持続的な政治的・政策的な支援が上位目標達成のためには必要

不可欠である。同時に、今後、参加型灌漑管理（PIM）及び灌漑管理移管（IMT）達成のた

めにも政治的・政策的な支援が将来必要不可欠である。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性 

エジプト及び日本の農業分野及び灌漑分野の開発政策は変わっておらず、農業・灌漑セ

クターはプロジェクト開始以来、国の重点分野であることから、本プロジェクトの妥当性

は高い。 

具体的には、①「第6次経済社会開発5カ年計画」、②「NWRP 2017」、③「2030年に向け

た持続的な農業開発戦略」と本プロジェクトは高い整合性がある。 
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一方、日本は政府開発援助を通して戦略的な取り組みを継続して推進している。対エジ

プト国別援助計画の3つの柱として「持続的成長と雇用創出の実現」、「貧困削減と生活水準

の向上」、「地域安定化の促進」を掲げている。「貧困削減と生活水準の向上」のなかで「農

業・農村開発」の重要性について触れられており、本プロジェクトは、日本の対エジプト

国別援助計画とも十分な整合性がある。 

本プロジェクトは、NWRP 2017に沿ってPIM及びIMTを推進する役割を担うCDIASの能力

開発に焦点を当てた戦略をとっている。直接CDIASの能力を強化する本プロジェクトの戦

略は、エジプト国内の水管理の問題に取り組む手段として妥当であると判断できる。 

 

（2）有効性 

有効性は中程度である。 

「3-1（1）プロジェクト目標の達成度」に記述されているとおり、プロジェクト目標の

評価指標が達成できる見込みであることからプロジェクト実施終了時にはプロジェクト目

標の達成見込みは高いと判定することができる。一部のプロジェクト活動の遅れによる負

の影響は終了時評価時点では限定的である。 

アウトプットにおける①WUOの理想的な姿や機能が明確になる、②WUOを強化するた

めの方策が確立される、③WUO強化のために全国レベルで政府機関（CDIAS）の体制が整

う、ことはプロジェクト目標の達成目標であるWUOの強化を通した統合水資源管理及び効

率的な水利用に関するCDIASの能力の向上に対して必要不可欠であり、アウトプットとプ

ロジェクト目標の間の論理関係は十分説明できる。 

しかしながら、実際には、アウトプット3の達成度合いは他のアウトプット1、2の達成度

と比較して高くないことに留意すべきである。 

WUOとCDIASの能力強化をより高い次元で実現するためには、DWBと支線水路水利組合

（BCWUA）に対する法的地位が付与されそれらの役割と機能が明確化されることが必要

である。 

 

（3）効率性 

本プロジェクトの効率性は高い。 

インプットの質と量に関しては、C/Pの配置、日本人専門家、供与機材、研修実施、事務

所の提供、施設の提供といったエジプト側及び日本側の投入は比較的適切であったといえ

る。①水利組合評価、②水配分分析評価、③水利組合運営管理の3名の短期専門家を派遣し

て、長期専門家が集中して指導できていない分野について指導を行い、プロジェクト活動

を適切に補完している。 

インプットにいくぶん遅延は見られたが、それを活用したプロジェクト活動は十分アウ

トプットを産出しているといえる。本プロジェクトは、日本人専門家と協力しながら比較

的円滑にCDIAS及びGDIASにより運営されている。しかしながら、より積極的なC/Pのプロ

ジェクト活動に対する関与があれば、より高いレベルでのアウトプットの産出が見込まれ

る。 

また、本プロジェクト及びWUOメンバーは共同補修工事（JRW）による灌漑施設の改修

はコスト効率性が高い手法であることを認識し、他の地域にもこの手法を拡大することに

同意している。現地調査の結果によると、評価チームはJRWの手法はラシュ・エル・ガル

ビの他地域に拡大しつつあることを確認している。 

環境キャンペーンとJRWはWUOメンバーの意識を高めている結果となり、彼ら自身の問

題・課題を特定して自発的に解決しようとしている。 
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（4）インパクト 

本プロジェクトのインパクトは中程度であり、いくつかの正のインパクトがみられてい

る。「3-1（5）上位目標の達成見込み」に記述されているとおり、上位目標達成の見込みに

ついて言及するのは適切ではない。 

＜正のインパクト＞ 

上位目標の他に以下のインパクトがみられている。 

・WUOに対するインパクト 

バハル・ヌールとラシュ・エル・ガルビのプロジェクトサイトのBCWUAのメンバーは

農民から維持管理費の徴収に成功し、WUOは彼ら自身の活動を自身で実施していくべきで

あるということを示している。 

・プロジェクトに対するインパクト 

ケニア、シリアといった国々における他のJICAプロジェクトとの技術交流を実施したが、

これにより各国の強みについて相互に学ぶ機会となった。ナイル川の水資源の有効利用を

めぐっては上流国と下流国で意見対立もみられるが、この経験交流及び連携強化によって、

ナイル川の水管理の安全保障の強化及び水をめぐる紛争の予防・減少のための基盤が構築

されることが期待できる。 

＜負のインパクト＞ 

・特に負のインパクトは指摘・観察されていない。 

 

（5）持続性 

本プロジェクトの持続性はやや弱い。制度的・政治面、組織的・財政面、技術面におけ

る持続性は以下のとおりである。 

＜制度的・政治的持続性＞ 

制度的・政治的持続性はやや弱い。NWRP 2017の内容には、PIMの推進を含んでいるため、

本プロジェクトはエジプト政府の政策/方針であるNWRP 2017とも高い整合性がある。しか

しながら、CDIASの行政的地位の向上はPIM及びIMTを推進するためには十分確保されてお

らず、より高い持続性のためにはWUOの法的地位が必要となる。 

＜組織的・財政的持続性＞ 

エジプト側は適度に現地業務費用を負担している。しかしながら、財政面での支出が増加

することが見込まれており、現状の政治的環境では政府の財政的困難が予見されることか

ら、財政的持続性は中程度である。 

16名のC/Pがプロジェクト開始時からプロジェクト活動から離任している。CDIASの部長、

4つのGDIASのうち3名のGDIASの局長が2011年中に離任しており、プロジェクト活動に負の

影響を与えている。組織的な持続性を維持するために、C/Pを現状の地位にとどめておく何

らかの措置を講じる必要がある。以上から組織的な持続性は、中程度であると判定される。

＜技術的持続性＞ 

技術的持続性は比較的高い。インタビュー及び直接視察によると、C/PとWUOメンバーに

よって採用された技術は彼らによって活用され始めている。彼らは、PRAやPCMを通した問

題発見手法、水管理、水路改修方法等に関して新しい技術・知識を学び自分のものとするこ

とに高い関心を示しており、それらの有用性・活用性を認識し始めている。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

ケニア、シリアとの技術交流はC/Pの管理問題のための視野を広げてプロジェクト活動へ

の参加を推進した結果となった。 
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（2）実施プロセスに関すること 

PRA、PCM、及びJRWや環境キャンペーンなどの実践的応用といった研修の内容は研修

参加者からも高く評価されており、CDIASやWUOの能力構築に貢献している。 

WUOメンバーにとっては、JRWを経験することが、結果として彼らの意識の向上及びオ

ーナーシップの熟成につながった。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

・現時点でPIM及びIMT推進のための具体的な活動・行動がエジプト政府側から行われてい

るとはいえない。 

・MWRI灌漑局においてCDIASの高い行政的地位（高い責務と権限）が確保されていない。

（2）実施プロセスに関すること 

・何名かのC/Pが人事異動でプロジェクト活動を離れ、円滑なプロジェクト実施に支障をき

たした。その結果として、プロジェクト活動を通して得られる知識・経験を維持し、エ

ジプト側が実施のためにイニシアティブをとることが難しくなっている。 

 

３－５ 結論 

日本人専門家、C/P、プロジェクト関係者、他の関係者の積極的な実施により本プロジェク

トはPOとPDMに沿って十分なレベルで成果を産出している。持続性にやや弱い部分もみられ

るが、PIMとIMTの推進に焦点を当てたプロジェクトのアプローチはエジプトの戦略にも高く

合致している。 

プロジェクトの残り期間に財政的・組織的な持続性を確保するための措置を講じつつ、本

プロジェクトは当初計画どおり2012年4月に終了することとする。 

 

３－６ 提言 

３－６－１ 残りの協力期間における提言 

（1）各プロジェクトサイトのPDM及び活動計画に沿った環境キャンペーンの実施促進 

本プロジェクト、特にエジプト側が中心となって、WUOメンバーと協力しながら、他

のサイト（シノーリスとベニ・アビード）においても環境キャンペーン実施に向けて準

備中である。評価チームは、エジプト側がラシュ・エル・ガルビの経験を活用しながら

も、各プロジェクトサイトの特性を考慮した環境キャンペーンの計画及び内容にできる

ように、本プロジェクトがこれらのサイトの支援及びモニターをすることを提言する。

 

（2）優良事例集の改訂やアドバイザーとの連携等、成功事例の促進 

本プロジェクトはアラビア語で「WUOs活動優良事例集」の既に作成している。本プロ

ジェクトの残り期間において、プロジェクトによって得られた成功事例やその経験を他

地域に普及できるよう、「WUOs活動優良事例集」の改訂に取り組む必要がある。評価チ

ームは、PIMの成功事例及びその経験を普及するために、プロジェクト残り期間内で実施

する予定の普及セミナーの実施前に本優良事例集を改訂することを要請する。 

加えて、本プロジェクトの優良事例を制度化していくことを視野に入れて、本プロジ

ェクトによって得られた成功事例やその経験についてのMWRIへの政策提言を、MWRI

の日本人専門家（農業・水資源政策アドバイザー）と協力しながら継続するべきである。
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３－６－２ 協力期間終了後の提言 

（1）IIIMP等他案件へのプロジェクトの経験と教訓の普及 

水資源灌漑省は、プロジェクトによる経験及び教訓を他の既往案件へ普及する必要が

ある。 

例えば、プロジェクトサイトの1つであるバハル・ヌールを管轄しているビヤラ郡にお

いては、IIIMPの支援で、灌漑区を統合して水管理区に再編しているところである。IIIMP

はバハル・ヌールBCWUAの経験を活用しながら、対象区域のすべてのBCWUAの設立を

継続する。 

 

（2）プロジェクトによる成果を持続させるための、MWRIによる財政的、組織的フォロー

アップの確保 

MWRIは、PIM及びIMTを推進・普及するために十分な人員と財源を確保する必要があ

り、そのことが、財政的・組織的な持続性の確保につながる。具体的には、WUOメンバ

ーの能力開発のための継続的な研修を実施するために、MWRIはGDIAS及びDIASレベル

において十分な人数の人員を配置する必要がある。 

加えて、エジプト政府は、PIM及びIMTの実現・推進のためCDIAS及び他の関係機関に

対して継続的な支援を行うための確固たる政治的な意思をもつ必要がある。 

 

（3）CDIASに対する高いステイタスの付与 

MWRI灌漑局において、CDIASに対するより高い行政的地位の確保が必要である。評価

チームはPIMだけでなくIMTを推進するためにCDIASに対してより高い行政的地位が必

要であると考える。評価チームはエジプト政府にCDIASの任務と役割を再検討して、よ

り高い責務と権限を与えるための具体的な措置をとることを提言する。 

 

（4）DWBとBCWUAの法的裏づけの付与 

本プロジェクトの水管理に関する成功事例によって、WUOは効率的な水管理に重要な

役割を果たしていることが明らかになった。より持続性のあるPIM及びPITの実現に向け

て、DWBとBCWUAに法的地位を付与するための関連法については、その可決のために

エジプト政府が可能な限りの取り組みを行うことが必須である 

 

（5）プロジェクトで支援したガイドブックを活用した、IMTに向けた平易なガイドブック

の作成 

CDIASは、プロジェクトによって作成されたガイドブック（WUA、BCWUAガイドラ

イン等）を活用しつつ、IMTを本格的に実施するまでに、より平易でBCWUAが理解しや

すいガイドブックを開発する必要がある。 

 

（6）IAS職員の能力の継続した強化 

CDIADは現在CDIASとGDIAS職員のための研修年間計画を策定している。MWRIは、

IMT及びPIMが全国に促進・普及できるよう、継続性に配慮しつつ、研修内容が改善され

るよう支援を行う必要がある。 

評価チームは、IMT及びPIMの必要性に沿った研修内容をCDIASが継続的に実施できる

よう、また、WUOの能力強化に貢献するよう、MWRIが必要な支援を行うよう提言する。
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３－７ 教訓 

（1）プロジェクト活動への問題解決コンポーネントの追加 

本プロジェクトは、プロジェクト開始後にその必要性を判断し、問題解決能力を強化す

るためのコンポーネント（例：JRW、水管理、環境キャンペーン等）を追加した。このよ

うな柔軟なプロジェクト実施の結果として、C/PとWUOメンバーは新しい知識と技術を、

実際に適用する機会を得ることができ、それにより彼らの能力にも向上がみられた。この

コンポーネントの追加は、彼らの意識を向上させ、プロジェクト活動に対するオーナーシ

ップを高める面でも貢献した。 

 

（2）問題の把握と実施における参加型プロセスの確保 

本プロジェクトはWUOメンバーとIAS職員の間の議論と参加型アプローチを通じた意思

決定に基づいて、JRW、水管理、水量測定、環境キャンペーン等を実施している。この参

加型プロセスは、WUOメンバーとIAS職員がプロジェクト活動に精力的に参加することに

つながっている。 

 

（3）水管理における日本の知見の活用 

灌漑用水の管理についての日本の経験、特に、施設改修や建設の際の利害関係者からの

事前承認、建設費の応分の負担、農民による灌漑施設の自己管理といった日本の土地改良

制度の経験は、ドナー調整及び協調の機会を通して評価され、参考例として受け入れられ

てきた。日本人専門家により提案されている水管理のアプローチは、CDIASのなかでも認

識され、また制度化され始めており、この動きがエジプト国内においてPIMの概念を普及

し、実施を促進するための好機となることが期待される。 

 

（4）JRWの高い有効性 

本プロジェクトのプロジェクトサイトでの経験により、労働力の提供と費用負担が、政

府及びWUOメンバーに双方にとって、灌漑施設の維持管理の効率性を向上させるものであ

ることがわかり、灌漑施設の改修・建設においてJRWが費用対効果の高い方法であること

が明確となった。加えて、JRWの実施によりWUOメンバーの意識の向上がみられたという

結果も指摘されている。 

本プロジェクトでは、WUOメンバーとプロジェクトの間で協議を行い、維持管理の移管

についてWUOが同意することをJRW実施の条件とした。IMTをどのような方法でどう推進

していくかという点について、本プロジェクトは成功裏に1つのモデル事例を示したといえ

る。 

 

（5）実施における関係者・関係機関との連携の確保 

IAS職員及びWUOメンバーから評価されている環境キャンペーンにおいては、ローカル

ユニット、灌漑局地域事務所、環境局地域事務所、学校、生徒、その他社会組織との連携・

調整を経て、キャンペーンを実施するのにWUOメンバーが大きな役割を果たした。本キャ

ンペーンは、WUOとIAS職員の能力が向上していることを示すこととなり、彼らは他の環

境に関する活動も牽引している。 

以 上
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Summary Sheet for Terminal Evaluation 

I. Outline of the Project 

Country：Arab Republic of Egypt Project title：Water Management Improvement Project 

II (WMIP II) 

Issue/Sector：Agricultural development, rural 

development 

Cooperation scheme：Technical Cooperation 

Division in charge：Field Crop Based Farming 

Area Division 2, Rural Development 

Department, JICA 

Total cost：175 Million yen 

 

Period of 

Cooperation 

(R/D): June 3, 2008 – April 2, 

2012 (3 years and 10 months) 

Partner Country’s Implementing Organization ：

Central Department of Irrigation Advisory Service 

(CDIAS) 

Supporting Organization in Japan：Rural Development 

Bureau, Ministry of Agriculture, Forestry and 

Fisheries 

Related Cooperation： 

1. Background of the Project 

Egypt faces many challenges in managing water resources because of drastic increase of population 

and expansion of farmland to increase agricultural production and of job opportunities. Because 

available water from the river Nile is limited to 55.5 billion ton by an international agreement between 

Sudan (Nile Water Treaty), it is difficult to obtain new water provision. 

To face these challenges, the Government of the Arab Republic of Egypt (hereinafter referred to as 

“the GoE”) enacted the National Water Resources Plan (NWRP) aiming to increase water resources, to 

improve the available water efficiency, and to conserve environment and public health. NWRP refers to 

developing necessary water resource by improvement of the efficient use of agricultural water which 

dominates more than 80% of water use through irrigation improvement projects, reuse of the 

agricultural water, rehabilitation of the irrigation facilities, etc. The GoE has implemented those 

irrigation improvement projects with donor agencies including participatory irrigation management 

alongside facility rehabilitation from late 1980s. 

According to these facts and the effect of the Japanese Technical Cooperation, Water Management 

Improvement Project implemented from 2000 to 2007, the GoE decided to submit the proposal to JICA 

to support enhancing the capacity of the staff of CDIAS which supervise and manage WUOs. 

The terminal evaluation study is carried out so as to verify project achievement and accomplishment 

produced and to formulate recommendations for project activities and lessons learned to relevant 

projects, in terminating the Project in April 2012. 

 

2. Project Overview 

(1) Overall Goal 

The Overall Goal of the Project is “WUOs at the district branch and mesqa levels are technically, 

organizationally and financially self-operational nationwide to meet the national agenda of efficient 

water resource management”. 

(2) Project Purpose 

The Purpose of the Project is “The capacity of CDIAS staff is enhanced to be able to establish and 

strengthen WUOs nationwide”. 
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(3) Outputs 

(Output 1) Ideal forms and functions of WUOs at the different levels are identified for the realization of 

proper district-based integrated water resource management. 

(Output 2) Methods of strengthening WUOs are developed for the realization of proper district-based 

integrated water resource management. 

(Output 3) Institutions are built nationwide among the government agencies for strengthening WUOs in 

the country. 

 

(4) Inputs 

Japanese side：Total Cost  175 Million Yen 

Long-term Experts 3 Experts (123.70M/M) Equipment 23 Million Yen 

Short-term Experts 3 Experts (1.90M/M) Local cost 19 Million Yen 

Trainees received 16 Trainees   

Myanmar side：Total Cost 852,841 L.E. 

Counterparts (C/Ps)  42 C/Ps  

Provision of office space Local Cost 852,841 L.E. 

II. Evaluation Team 

Members of 

Evaluation 

Team 

Mr. Masayuki 

Takahashi 

Team Leader Director, Field Crop Based Farming Area 

Division 2, Rural Development Department, 

JICA 

Mr. Hiroshi Tanaka Water Users’ 

Association/ Water 

Resource 

Management 

Deputy Director, Design Division, Rural 

Infrastructure Department, Rural 

Development Bureau, Ministry of 

Agriculture, Forestry and Fisheries 

Ms. Makiko 

Iwasaki 

Cooperation and 

Planning 

Deputy Director, Field Crop Based Farming 

Area Division 2, Rural Development 

Department, JICA  

Mr. Akira 

Ogasawara 

Evaluation & 

Analysis 

Consultant, VSOC Co., Ltd. 

 

Period of 

Evaluation 

2011 /10 /14 ~ 2011/11 /4 Type of Evaluation：Terminal Evaluation

 

III. Results of Evaluation 

3-1. Measurement of Results 

(1) Prospects of the project purpose 

-The achievement of project purpose cannot be judged since the objectively verifiable indicators above 

have not been fulfilled at the time of terminal evaluation due to incompletion of project activities. 

According to the interview with experts and C/Ps, two products in the indicators will be certainly 

formulated by the time of project termination.  

-Seminar on WUOs was held in June 2011 where CDIAS and GDIAS staffs discussed "Activate the 

Role of the Governmental entities to support WUOs," "Methods of activating and supporting the 

WUOs," "Define the structural and roles of the WUOs to activate the Integrated Water Resources 

Management." Actual discussion within IAS has been started. A master plan and implementation plan 

for establishing and strengthening WUOs will be prepared by CDIAS staff at the mesqa and branch 

canal levels by February 2012. Therefore, the project purpose will be achieved based on the 
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completion of the master plan and implementation plan for establishing and strengthening WUOs.  

 

(2) Output 1 

-Output 1 has been produced at a sufficient level at the time of the evaluation in spite of some delays in 

project activities observed in 2008 according to the fulfillment of the indicators (preparation & 

implementation of canal maintenance plan and canal operation plan, decrease of claims from farmers, 

etc). Output 1 will be achieved in the termination of the project implementation. However, the Project 

needs to keep on executing training sessions in management and planning to Irrigation Advisory 

Service (IAS) staffs and WUOs to attain higher level of production of Output 1 based on the outcomes 

of the project activities described above.  

 

(3) Output 2 

-Output 2 has been produced at a sufficient level at the time of the evaluation in spite of some delays in 

project activities observed in 2008 according to the fulfillment of the indicators (preparation of M&E 

manual, implementation of proposed activities in PO, problem solved through the coordination of IAS, 

etc). Output 2 will be achieved in the termination of the project implementation. However, the Project 

needs to keep on executing training sessions on M&E to IAS staffs to attain higher level of production 

of Output 2 based on the outcomes of the project activities described above. 

 

(4) Output 3 

-Output 3 will be achieved according to the fulfillment of objectively verifiable indicators (setting of 

plan for setting DIAS nationwide identification of roles and responsibilities of DWB, etc.) as the Team 

determines to evaluate the achievement of Output 3 merely based on the fulfillment of the indicators. 

However, the political commitment from the Egyptian Government is indispensable to expand the 

outcomes of the Project “nationwide” according to the description of Output 3. It notes that there is a 

slight gap in achievement between actual achievement and the evaluation by the Evaluation Team.  

 

(5) Prospects of the Overall Goal 

-It is not appropriate now to determine the prospective of direction of achievement of overall goal of the 

Project since uncertainty of stable political commitment from the Egyptian Government.  

-On the other hand, there is perspective that the overall goal would be achieved if the project purpose is 

achieved and the important assumptions are met. However, sustained political commitment from the 

Egyptian side is indispensable to the achievement of the Overall Goal in the future (3-5 years after the 

termination of the Project). Also, political commitment is indispensable the realization of Participatory 

Irrigation Management (PIM) and Irrigation Management Transfer (IMT). 

 

3-2. Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance 

-The relevance of the Project has maintained high, since the Egyptian and Japanese development 

policies/strategies on agricultural and irrigation sectors in Egypt has not been changed and the 

agricultural and irrigation sectors have been highly prioritized since the commencement of the Project.

-In concrete, the Project is highly consistent with (i) The Sixth Five-year Plan 2007-2012, (ii) NWRP 

2017 and (iii) Sustainable Agricultural Development Strategy towards 2030. On the other hand, the 

Project is also consistent with the Japanese aid policy/strategy to the Arab Republic of Egypt.  

-Also, the Project adopts the strategy focusing on capacity development of CDIAS that is supposed to 
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promote PIM and IMT, along with NWRP2017.The strategy of the Project directly strengthening 

CDIAS is judged to be relevant as a means of tackling with the water management issues in Egypt.  

 

(2) Effectiveness 

The effectiveness of the Project is medium.  

-As described in “3-1(1) Prospects of the project purpose,” in the termination of the project 

implementation, the achievement of the project purpose can be judged to be positive since the 

objectively verifiable indicators have been fulfilled appropriately. However, negative influences of the 

delayed activities seem to be limited at the time of the terminal evaluation.  

-Logical sequence of the causal relationships between Outputs and the project purpose is enough strong 

since (i) identification of ideal forms and functions of WUOs, (ii) development of methods of 

strengthening WUOs for PIM, and (iii) institutional building for strengthening WUOs nationwide are 

indispensable to developed capacities of CDIAS staffs in PIM and efficient water use through 

strengthening WUOs.  

-It notes that the achievement level of Output 3 would not be the same level as the other outputs, 

virtually. 

-However, it is pointed out that the legal status of DWBs and BCWUAs needs to be given and their 

roles and functions for water management need to be clarified so as to enhance their capacities at the 

higher level of achievement. 

 

(3) Efficiency 

-The efficiency of the Project is high.  

-With regards to quality and quantity, input from the Egyptian and Japanese sides such as allocation of 

C/Ps, Japanese experts, provided equipment, training, offices and facilities are relatively appropriate. 

Delegation of three short-term experts in (i) monitoring and evaluation of WUOs, (iii) analysis and 

evaluation of the water distribution and (iii) operation and management of the organization 

appropriately complemented project activities/fields that long-term experts cannot take sufficient time 

to provide assistance.  

-Project activities utilizing project inputs have produced outputs sufficiently in spite of a few delays. 

The Project has been operated relatively smoothly by CDIAS and GDIAS officials with collaboration 

of the Japanese experts. However, more active commitments of C/Ps to project activities will be 

indispensable to higher-level production of outputs.  

-Also, the Project and WUO members find out that the rehabilitating irrigation facilities by JRW is a 

cost effective method. According to the result of field visits, the team confirms that JRW method is 

going to be disseminated to other mesqas. 

-Environment campaign and JRW have resulted in raising awareness of WUO members so that they are 

willing to identify and solve their problems and challenges on their own initiative. 

 

(4) Impact  

-The impact of the Project is medium and some positive impacts have been observed. As described in 

“3-1(5)Prospects of the Overall Goal,” it is not the time to judge the prospective of direction of 

achievement of the overall goal of the Project.  

<Positive impact> 

-The following concrete impacts other than the overall goal are observed: 

･WUOs 
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 BCWUA members Bahr El Nour and Rash El Gharbi sites have succeeded in collecting O&M fees 

from farmers, which demonstrates that WUOs are supposed to execute their own activities for 

WUO members. 

･The Project 

 Reputation of the Project is becoming distinguished as a result of technical interchange program 

with other JICA projects in neighboring countries: Kenya and Syria, which expects to establish a 

basis to reducing conflict and enhancing security in water management of the Nile River. 

<Negative impact> 

-No negative impact has been observed and indicated by project stakeholders.  

 

(5) Sustainability 

-The sustainability of the Project is fair.  

(1) Institutional/political sustainability 

-The institutional/political sustainability is fair. NWRP 2017 includes promotion of PIM, therefore, the 

Project is judged to be highly consistent with the Egyptian government policy/strategy, National Water 

Resources Plan 2017. However, the administrative status of CDIAS is not sufficiently secured to 

promote PIM as well as IMT. The legal status of WUOs (BCWUAs) needs to be given for higher 

sustainability. As a result of granting the legal status to them, the roles and functions of BCWUAs for 

water management will be fairly clarified.  

(2) Organizational/financial sustainability 

-The financial sustainability is medium since the Egyptian side moderately shares local cost for project 

activities and determines the budget for the local cost share in October 2011 to March 2012. However, 

it seems that the Egyptian Government may fall into financial difficulty because of increased 

government expenditure under the current political circumstances.  

-There are 16 C/Ps who left from the commencement of the Project, which gives some negative impacts 

on project activities. Organizational sustainability is judged to be medium at the moment. However, 

the Project still needs to monitor that C/Ps are assigned continuously to the Project.  

(3) Technical sustainability 

-Technical sustainability is relatively high. The technologies adopted by C/Ps and WUO members have 

been utilized according to the results of interviews and direct observations. They are keen to learn and 

adopt new technologies and knowledge on problem identification methods through PRA and PCM 

methods, water measurement, canal rehabilitation techniques, etc. and they come to know their 

necessity and usefulness.  

 

3-3. Factors that promoted realization of effects 

(1) Factors concerning to Planning 

-Technical interchange activities with JICA projects in Kenya and Syria result in expanding C/Ps’ points 

of view for water management issues and encouraging their participation in project activities.  

(2) Factors concerning to the Implementation Process 

-The contents of training sessions such as Participatory Rural Appraisal (PRA), Project Cycle 

Management (PCM) and practical applications such as JRW and environmental campaign held by the 

Project are highly evaluated by participants, which contributes to the capacity building of CDIAS and 

WUOs. 

-For WUO members, experiencing JRW results in raising their awareness and fostering their ownership 

for irrigation facilities.  
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3-4. Factors that impeded realization of effects 

(1) Factors concerning to Planning 

-Concrete activities and actions for promotion of PIM and IMT are not taken appropriately by the 

Egyptian government.  

-The higher administrative status (i.e. higher responsibilities and authorities) of CDIAS is not secured 

within Irrigation Department in MWRI. 

(2) Factors concerning to the Implementation Process 

-Some C/Ps left the Project due to some staff changes, which inhibits smooth implementation of project 

activities. As a result, it is difficult for the Project to maintain knowledge and experiences through the 

Project and to take a lead by the Egyptian side. 

 

3-5. Conclusion 

-Through the active implementation by the Japanese experts, C/Ps, the Project officials and the other 

relevant staffs, the Project has produced its outcomes at a satisfactory level in parallel with PO and 

PDM. The project approach focusing on the promotion of PIM and IMT is highly consistent with the 

country’s strategy.  

-The Team suggests that the Project be terminated in April 2012 as scheduled and take concrete 

measures for financial and organizational sustainability for the remaining of implementation period. 

 

3-6. Recommendations 

3-6-1. Recommendation for the remaining implementation period 

(1) Promotion of environmental campaigns at the local level along with local PDMs and POs  

-The Project, in particular Egyptian C/Ps, should continue to take initiative in cooperation with WUO 

members to promote environmental campaign at the other two pilot sites (Sinnoris and Beni Ebeid) so 

as to disseminate and expand the outcomes of the Project to more relevant stakeholders at the other 

two sites. The Team requests the Project to monitor and support environmental campaigns so that they 

may apply the Rash El Gharbi’s experiences for their planning and contents of the campaign, taking 

account of unique circumstances and features of each project site.  

 

(2) Promotion of successful cases obtained by the Project  

-The Project already formulated “WUOs’ successful cases resource book” in Arabic. The Project needs 

to continue to disseminate successful cases and experiences obtained by the project to other areas by 

updating it. So as to promote and disseminate successful PIM cases, the Team requests the Project to 

update "WUOs’ successful cases resource book” before it holds the dissemination seminar before the 

termination of the Project.   

-Also, the Project should continue to disseminate successful cases and experiences obtained by the 

Project within MWRI in cooperation with Japanese Policy Advisor to MWRI as the form of policy 

proposal, intending to institutionalize the Project’s good practices.  

 

3-6-2 Recommendation after the termination of the Project 

(1) Dissemination of all experiences and lesson learned by the Project to other on-going projects  

-The MWRI needs to disseminate experiences and lesson learned by the Project to other on-going 

Projects.  

-For instance, in Beyla District where Bahr El Nour is located, IIIMP is going to transform the irrigation 

district to integrate water management district. IIIMP continues to establish all BCWUAs within the 
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command areas, taking into consideration all the experiences gained from Bahr El Nour BCWUA.  

 

(2) Continuous follow-up of project activities and achievements by MWRI  

-MWRI needs to allocate sufficient staff and financial resources to promote and disseminate PIM and 

IMT for secured financial and organizational sustainability. In concrete, MWRI needs to allocate 

sufficient number of personnel to GDIAS and DIAS to execute continuous trainings for the capacity 

development of WUO members.  

-The Egyptian Government needs to secure a sustained political will to provide successive supports to 

CDIAS and other relevant institutions so as to realize and promote PIM and IMT. In particular, the 

Government needs to strengthen the functions of IRU and promote PIM and IMT by reorganizing 

water resource-related governmental institutions that are supposed to implement PIM and IMT.  

 

(3) Grant of the higher administrative status of CDIAS 

-The higher administrative status of CDIAS needs to be secured within Irrigation Department in MWRI. 

The Team considers it necessary so as to promote PIM as well as IMT at a higher level of achievement. 

The Team recommends to the Egyptian Government to take some concrete actions to revisit the 

missions and roles of CDIAS for higher responsibilities and authorities.  

 

(4) Grant of legal status of DWBs and BCWUAs  

-The successful experiences of the Project regarding water management obviously demonstrate that 

WUOs play a significant role in efficient water management. It is essential that the Egyptian 

Government make possible efforts to approve the relevant law so as to grant the legal status to DWBs 

and BCWUAs for higher level of sustainability of realization of PIM and IMT.  

 

(5) Development of water management guidebook  

-The CDIAS needs to develop the guidebook by using the guidebooks (WUA, BCWUA guidebooks) 

formulated by the Project, making it simple and easy for BCWUA to understand before IMT is taken 

place.  

 

(6) Strengthening capacities of IAS staffs 

-CDIAS formulates the annual plan for training for CDIAS and GDIAS staffs currently. The Ministry 

needs to support improving the contents of training, maintaining the continuality of trainings so as to 

promote and disseminate IMT and PIM nationwide. The Team suggests that MWRI support CDIAS to 

execute continuously the contents of trainings which match the necessity of IMT and PIM and 

encourage CDIAS to contribute to the capacity development of WUOs. 

 

3-7. Lessons Learned 

(1) Addition of problem resolution component  

-The Project added the problem solution component (e.g. joint repair work, water management, 

environment campaign, etc.) on a basis of problem analysis (identification, analysis and prioritization), 

capacity development and discussion on solutions. As a result of the flexible implementation, C/Ps and 

some WUO members obtained opportunities to apply new knowledge and technologies for practical 

uses and capacities of C/Ps and WUO members were developed. It contributed to raising their 

awareness and fostering their ownership for the Project.  

 



 

xvi 

(2) Participatory process of problem identification and implementation  

-The Project have supported to carry out joint repair work, water management, environment campaign, 

etc. based on determination by WUO members and IAS officials through the discussions and 

participatory approach. The participatory process demonstrated that WUO members and IAS officials 

actively participate in project activities.  

 

(3) Utilization of Japanese experiences with regards to water management 

-Japanese experiences for water management for irrigation uses were appreciated and duplicated 

through donor coordination and collaboration opportunities in particular, Japanese land improvement 

system such as prior consensus before starting a project among stakeholders, sharing of the 

construction costs, and self-management of irrigation facilities by famers. The water management 

approach which Japanese experts were suggesting have been recognized and started to be 

institutionalized within CDIAS, which is expected to be an opportunity to disseminate and promote the 

concept and application of PIM within the country.  

 

(4) Usefulness of JRW 

-The experience at the pilot sites of the Project distinctly demonstrated that JRW was a cost-effective 

method for rehabilitation and construction of irrigation facilities since the provision of labor and cost 

sharing increase the efficiency of the O&M management for both of the Government and WUO 

members. Also, it is pointed out that implementation of JRW results in the raised awareness of WUO 

members.  

-The Project executed JRW on the condition that WUOs accepted the transfer of O&M activities 

through the discussion between WUO members and the Project. The Project successfully demonstrated 

a model case so as to establish and promote PIM and IMT.  

 

(5) Coordination with other institutions 

-In environmental campaign, which was appreciated and appraised by IAS officials and WUO members, 

WUO members played a significant role in organizing the campaign through the coordination and 

collaboration with local units, irrigation district office, district office of environment, school and 

children and social organizations. The campaign demonstrated that the capacities of WUO and IAS 

officials have been so developed that they are initiating other environment-related activities.  

 

(end)
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第１章 調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

１－１－１ 経緯 

エジプト・アラブ共和国（以下、「エジプト」）では、急激な人口増加（年率2％）による水消

費の増大と、農業生産拡大と雇用拡大をめざした農地拡大により、水資源の需給が逼迫してい

る。しかし、同国水資源の大部分（97％）を賄うナイル川の利用可能水量は、スーダンとの二

国間の国際水利協定により年間555億tと規定され、新たな水資源の開発にも制約がある。 

同国政府は2017年を目標年とする「国家水資源計画（National Water Resource Plan：NWRP）」

を策定しており、そのなかで、①既存水資源の有効利用の促進、②水質の保全と汚染防止、③

新規水源の開発を3つの主目的とするとともに、それを達成するために「統合水資源管理

（Integrated Water Resources Management：IWRM）」の取り組みを進めている。水資源消費の8割

以上を占める農業セクターにおいても、灌漑改善事業、農業排水の再利用、灌漑施設の改修等

による水資源利用の効率化を推進し、新たな需要に対して必要な水資源を創出することを計画

している。同政府は、ドナーの支援を受けながら、水資源を適切に管理するため水利組合（Water 

Users’ Organization：WUO）1の設立や末端水路の改修を含む灌漑改善プロジェクト（Irrigation 

Improvement Project：IIP）を1980年代から開始しており、WUOに末端水管理の役割を担わせる

ための法律改正を含む施策を推進してきた。 

しかしながら、ドナーの資金援助による灌漑施設の整備は進んだものの、設立されたWUOの

数はまだ多くなく、またWUOの設立にあたっては農家の合意形成などの活動を十分に行ってこ

なかった。その結果、設立されたWUOは、農家の必要水量や取水可能量を考慮せずに硬直的な

水配分を行う、支線水路の上流側での過剰取水のために同一水路の下流側で水不足を生じさせ

るなど機能しておらず、また、他地域への広がりも限定的であり、NWRPのなかで定められた2017

年の目標の達成は困難な状況にある。 

「水管理改善プロジェクトⅡ（Water Management Improvement Project II：WMIP2）」は、2000

年～2007年に実施した「ナイルデルタ水管理改善プロジェクト（Water Management Improvement 

Project：WMIP）」のフェーズ2である。フェーズ1では、エジプトが実施するIIPで整備/改修され

た灌漑施設を効果的に活用するため、それに必要となる参加型のWUOの設立を支援した。WUO

の基本理念について農民の同意を十分に得たうえでのWUOの設置、農民参加による水管理・施

設管理の計画及び実施、工事設計や施工管理への参画等、農民を中心に据えた参加型の活動・

手法がエジプト側の高い評価を得た。 

これらを踏まえ、設立したWUOの活動を促進、管理、評価、モニタリングするとともに新規

のWUOの設立を促進する行政組織である水資源灌漑省（Ministry of Water Resource and 

Irrigation：MWRI）灌漑総局（Irrigation Department：ID）灌漑指導部（Central Department of Irrigation 

Advisory Services：CDIAS）の能力強化の必要性が指摘され、本プロジェクトがエジプト政府よ

                                                        
1 エジプトでは、水利組合の一般呼称としてWUOが使われている。各階層レベルの水利組合については、メスカレベルでは、

既存農地のメスカ水利組合（Water Users’ Association：WUA）、砂漠の開拓地のメスカ水利組合（Water Users’ Union：WUU）、

支線水路レベルでは、支線水路水利組合（Branch Canal Water Users’ Association：BCWUA）、支線水路を束ねる灌漑区（District）

レベルでは、灌漑区水利組合（District Water Board：DWB）と呼び分けられている。水利組合と水路との関係については。図

1-2に示した。 
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り要請された。 

現在、CDIASをカウンターパート（C/P）機関に、2010年6月から3年10カ月の予定で3名の長

期専門家（総括/組織開発、水資源管理、水管理組織/業務調整）と短期専門家の派遣により活動

を実施中である。 

 

１－１－２ 目的 

本終了時評価調査は、2012年3月末のプロジェクト終了を控え、エジプト側関係機関と合同で

以下を行うことを目的とする。 

① プロジェクトの活動実績及び計画に対する達成度の検証、並びに評価5項目（妥当性、有

効性、効率性、インパクト、持続性）の観点からの評価を行う。 

② 本協力の実施による提言及び教訓を抽出する。 

③ 評価結果に基づき、残りの協力期間及び協力期間終了後における対応方針について検討

し、両国政府関係当局に提言する。 

 

１－２ 調査団の構成と調査期間 

１－２－１ 調査団の構成 

以下の日本側及びエジプト側の評価委員で合同評価委員会を形成した。 

 

（1）日本側評価委員 

担当分野 氏名 所属 

総括（団長） 高橋 政行 
独立行政法人国際協力機構 農村開発部 

畑作地帯グループ 畑作地帯第二課長 

水利組合 /水資

源管理 
田中 宏 

農林水産省 農村振興局 整備部 設計課 海外土地

改良技術室 課長補佐 

協力計画 岩崎 真紀子 
独立行政法人国際協力機構 農村開発部 

畑作地帯グループ 畑作地帯第二課 

評価分析 小笠原 暁 株式会社VSOC コンサルタント 

 

（2）エジプト側評価委員 

Team Leader 
Dr. Ragab Abdul 

Azim 

Head of Central Department of Monitoring System and 

Communication (Telemetry) , MWRI 

Member 
Mr. Ibrahim 

Mahmoud 

Deputy Manager, Integrated Irrigation Improvement and 

Management Project2, MWRI 

Member Mr. Tarek Awaad
Director, Technical Office of the Head of Irrigation Sector3, 

MWRI 

                                                        
2 「統合型灌漑改善管理プロジェクト（IIIMP）」。世界銀行（World Bank：WB）やオランダ政府等の支援で2006年から7年間の

予定で協力が行われている。本終了時評価調査時点で、施設整備のコンポーネントについてプロジェクト期間の延長が検討さ

れていた。 
3 灌漑局（IS）。 
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Member 
Mr. Hesham 

Saber 
Inspector, Technical Office of the Head of ID, MWRI 

Member 
Mr. Raed 

Al-Naggar 

Manager, Integrated Engineering in the Integrated District in 

Fayoum 

Member 
Ms. Nashwa 

Fawzy 

Senior Business Manager, Irrigation Improvement Sector4, 

MWRI 

 

１－２－２ 調査期間 

2011年10月14日から2011年11月4日（22日間） 

※うち官団員は10月22日～11月4日 

※調査日程の詳細は、付属資料1を参照 

 

１－３ 対象プロジェクトの概要5 

（1）プロジェクトの目的 

水利組合の活動を促進、管理、評価、モニタリングする行政機関であるCDIASの機能強化

及び職員の能力向上を目的とする。 

具体的には、エジプト国内の6つのプロジェクトサイトを取り上げ、サイト内の水利組合の

設立支援とその機能強化を通じ、その地域の状況に即した現実的かつ理想的な水利組合の姿

や機能を明確にし、また、水利組合を設立・強化するための方策を確立することで、組織を

管理する行政機関であるCDIAS職員の能力を強化するとともに、そうした方策を全国レベル

に展開できるように政府機関の体制整備に取り組む。 

 

（2）協力期間 

2008年6月3日～2012年4月2日（3年10カ月） 

 

（3）協力総額（日本側） 

約1億9,000万円（事業事前評価額） 

 

（4）協力の概要 

1）上位目標 

国家の重要課題である効率的な水資源管理を実現できるよう、全国のWUOが灌漑区

（District）、支線（Branch Canal）、圃場（メスカ）レベルで技術的・組織的・財政的に自立

している。 

2）プロジェクト目標 

全国のWUOを設立支援、活動強化できるよう、CDIASの能力が向上する。 

3）成果 

成果1：灌漑区単位で取り組んでいるIWRMが適切に実現されるよう、さまざまなレベルで

形成されるWUOのその地域や状況に即した現実的かつ理想的な姿や機能が明確に

                                                        
4 灌漑改善局（IIS）。 
5 エジプト側行政組織やプロジェクトサイトとの関係については、後述の参考情報1を参照。 
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なる。 

成果2：灌漑区単位で取り組んでいるIWRMが適切に実現されるよう、WUOの設立支援、活

動強化をするための方策が確立される。 

成果3：国内のWUOの設立支援、活動強化をするために、全国レベルで政府機関の体制が整

う。 

 

（5）協力相手先機関 

水資源灌漑省灌漑局灌漑指導部（CDIAS） 

 

（6）国内協力機関 

農林水産省 

 

（7）対象地域 

1）直接裨益者：CDIAS職員35名、管区灌漑指導部（General Directorate of Irrigation Advisory 

Service：GDIAS）職員151名、管区灌漑指導部支所（Directorate of Irrigation Advisory Service：

DIAS）職員408名 

2）間接裨益者：6プロジェクトサイトの水利組合のメンバー6 

3）プロジェクトサイト： 

a）先行（第1）グループ 

日本人専門家の積極的な関与を通じて関係者への技術移転を行う。 

・ラシュ・エル・ガルビ（Rash El Gharbi）（バヘイラ県） 

・バハル・ヌール（Bahr El Nour）（カフル・シェイク県） 

・シノーリス（Sinnoris）7（ファユーム県） 

・ベニ・アビード（Beni Ebeid）（ミニア県） 

b）第2グループ 

上の4サイトで得られた知見を生かして、C/Pが関係者への指導を行い、日本人専門家

はこれを支援する。 

・ライ1（Ray 1）（ダカヒリア県） 

・エル・ヘラ（El Hella）（ケナ県） 

 

本プロジェクトの事前評価調査の時点では、第1グループとして4サイト、第2グループとし

て3サイトの計7サイトをプロジェクトサイトとして想定していたが、その後の各サイトの状

況の変化を踏まえて表１－１のとおりサイトの変更が行われている。 

 

                                                        
6 プロジェクト事業事前評価表では、WUOのメンバー20,000戸程度が裨益すると想定していた。この数値は、7サイト〔事前評

価調査時点での想定サイト。最終的なプロジェクトサイトは1-3（7）3）を参照。〕の受益面積5万1,181haと、うち2サイトの受

益面積（8,215ha）及び受益農民数（3,200戸）から推定した。 
7 基本的に1つのサイトにつき1つの支線水路とBCWUAを本プロジェクトの協力対象としているが、シノーリスのみWati Canal、

Roba Kabir Canal、Zawya Canalの3つの支線水路と各BCWUAが協力対象になっている。 
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表１－１ プロジェクトサイトの変更 

当初案 中間レビュー時点 確定サイト 

第1グループ 

ア ボ ・ ハ モ ス （ Abo 

Hommos） 

ラシュ・エル・ガルビを

追加*1 

 

バハル・ビヤラ バハル・ヌールに限定*2 
 

シノーリス 
  

ベニ・アビード 
  

第2グループ 

ブスタン（Bustan） 
ブスタンを外し、アボ・

ハモスに差し替え*3 

プロジェクトサイトと

して除外*4 

ライ1 
  

エル・ヘラ 
  

出所：プロジェクト資料も基に調査団が作成。 

 

変更理由： 

*1 エジプト側が行う予定であったバハル・ビヤラの他地区のBCWUAが設立されなかった

ため。 

*2 IIIMPの進捗が遅れにより（事前評価調査時には、該当地域での活動はプロジェクト開

始までに終了予定）IIIMPの活動完了を待つ必要性があり、経過をみるため。 

*3 西デルタ地域に位置するアボ・ハモス及びブスタンの開始が困難であるため、同地区

における活動を早期開始するために新規サイトを選定。 

*4 *2のとおりアボ・ハモス（バヘイラ県）は第2グループのサイトとして順延したが、依

然IMPの活動が継続していたことから、プロジェクトサイトから除外することとなった。 
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＜参考情報1＞ 

WUOの設立支援との強化に関連するMWRIの行政機構は図１－１のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：「水管理改善プロジェクトⅡ事前評価調査報告書」を基に調査団が作成。 

 

図１－１ WUO関連のMWRI組織図 

 

全国が4つの管区に分割され、それぞれに地方出先機関としてGDIASが設置されている。各

GDIASが所掌する範囲と、それに含まれる本プロジェクトのサイトは表１－２のとおり。 

 

灌漑総局 
(ID) 

CDIAS 

西デルタ 
GDIAS

中央・東デルタ
GDIAS

ファユーム
GDIAS

中・南峡谷
GDIAS 

Damanhour  
DIAS 

Nubaria DIAS 

Alex DIAS 

Kafr El Sheikh 
DIAS

Zagazig DIAS

Menufia DIAS

Gharbia DIAS

Dakahlia DIAS

Ismailia DIAS

Fayoum DIAS

Beni Suef DIAS

Giza DIAS 

Minis DIAS

Esna DIAS 

Assuit DIAS

中央 

地方 
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表１－２ 各GDIASの所掌とプロジェクトサイト 

管区 所掌する県 プロジェクトサイト 

西デルタ 

（West） 
Alexandria、Behayrah ラシュ・エル・ガルビ 

中央・東デルタ 

（Middle & East Delta） 

Kafr El Sheikh、 Gharbia、 Menofia、

Kaleoubia、Dakahlia、Damietta、Sharkia、

Suwayz、Ismaelia、Port Saeed、Sinai 

バハル・ヌール、ライ1 

ファユーム 

（Fayoum） 
Fayoum、Giza、Beni Suwayf シノーリス 

中・南峡谷 

（Middle & South Wadi） 
Minia、Asyut、Suhaj、Quena、Aswan 

ベニ・アビード、エル・ヘ

ラ 
※ 中央・東デルタ管区は事前評価調査時点では、中央デルタ管区、東デルタ管区に分割される予定であったが、終了時評価

時点では未実施。 

出所：「水管理改善プロジェクトⅡ事前評価調査報告書」を基に調査団が作成。 
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＜参考情報2＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：WMIP2技術協力プロジェクトウェブサイトより（http://www.jica.go.jp/project/egypt/0702252/news/column/ 

20100111.html） 

 

図１－２ エジプトの灌漑システム及び各階層レベルの水利組合の関係図 
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第２章 評価の方法 
 

２－１ 評価手順 

本評価では、「新JICA事業評価ガイドライン 第1版」に沿って、プロジェクトの実績（投入、

成果及びプロジェクト目標の達成度）及び活動の実施プロセスを検証したうえで、評価5項目（妥

当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）に基づき評価を行った。 

これらの結果を踏まえ、残りの協力期間及び協力期間終了後の対応方針に係る提言とプロジェ

クトの協力から得られる教訓について合同評価委員会で協議し、エジプト側とミニッツを締結し

た。評価5項目の評価の視点は表２－１のとおりである。 

 

表２－１ 評価5項目とその評価の視点 

妥当性 
開発援助と、ターゲットグループ・相手国・ドナーの優先度並

びに政策・方針との整合性の度合い。 

有効性 開発援助の目標の達成度合いを測る尺度。 

効率性 

インプットに対するアウトプット（定性並びに定量的）を計測

する。開発援助が期待される結果を達成するために、最もコス

トのかからない資源を使っていることを示す経済用語。最も効

率的なプロセスが採用されたかを確認するため、通常他のアプ

ローチとの比較を必要とする。 

インパクト 

開発援助によって直接または間接的に、意図的または意図せず

に生じる、正・負の変化。開発援助が、地域社会・経済・環境

並びにその他の開発の指標にもたらす主要な影響や効果を含

む。 

持続性 

ドナーによる支援が終了しても、開発援助による便益が継続す

るかを測る。開発援助は、環境面でも財政面でも持続可能でな

ければならない。 

出所：「新JICA事業評価ガイドライン 第1版」 

 

２－２ 主な評価項目 

「新JICA事業評価ガイドライン 第1版」及びプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 

Design Matrix：PDM）に基づき、実績、評価5項目、実施プロセスをそれぞれ検証するために評価

グリッドを作成した。評価設問及びデータ・評価指標の詳細については、付属資料4及び5を参照。 

 

２－３ 情報・データ収集方法 

上記評価グリッドから、確認事項を検討し、それぞれの確認事項について、どのように確認す

るのか、また、その情報の入手方法を検討した。主な情報の入手方法は以下のとおり。 

 

（1）質問票 

専門家（①総括/組織開発、②水資源管理、③水管理組織/業務調整）、C/P（CDIAS及び各

GDIAS）に対し、評価5項目に基づいた質問事項を整理した。 
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（2）聞き取り 

専門家、C/P、CDIAS、GDIAS、WUO、農民などを対象に評価委員が合同及び個別にインタ

ビューした。 

 

（3）資料のレビュー 

事前評価調査団、運営指導調査団、中間レビュー調査団、日本人専門家やその他プロジェ

クト関係者が作成した各種報告書及びMWRI、CDIASの統計・資料等を基に、これまでのプロ

ジェクト活動の進捗や実績を確認した。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 投入実績 

３－１－１ 日本側投入 

（1）日本人専門家 

3名の長期専門家（総括/組織開発、水資源開発、水利組合/業務調整）がプロジェクト開

始以来派遣されている。プロジェクトの効果及び成果の補完、並びに特定の技術分野の技

術移転を担うため、終了時評価調査時点までに3名、延べ4回の短期専門家が派遣されてい

る。長期専門家及び短期専門家の投入量は終了時評価時点（2011年11月1日時点）でそれぞ

れ123.70人/月及び2.30人/月である。 

なお、プロジェクト終了までにさらに3名の短期専門家が派遣され、プロジェクト終了時

点にはそれぞれ138.97人/月、3.83人/月となる予定である。 

長期専門家及び短期専門家の派遣実績及び予定は表３－１のとおり。 

 

表３－１ 日本人専門家派遣実績 

専門家種別 指導科目 期間 人/月 

実績 

長期 総括/組織開発 2008年6月～2012年4月 46.60 

長期 水資源管理 2008年6月～2012年4月 46.60 

長期 水管理組織/業務調整 2008年6月～2012年4月 45.76 

短期 水利組合のモニタリング/評価 2009年5月～2009年5月 0.33 

短期 灌漑計画 2009年6月～2009年7月 0.73 

短期 水利組合制度 2009年10月～2009年11月 0.73 

短期 水配分の改善 2011年1月～2011年1月 0.50 

予定 

短期 水利組合管理運営 2011年11月～2011年12月 0.60 

短期 水利組合のモニタリング/評価 2011年12月～2011年12月 0.50 

短期 水配分の改善 2011年12月～2011年12月 0.43 

出所：調査結果を基に調査団が作成 

 

（2）日本側のローカルコストの負担 

日本側は、本プロジェクトの活動実施に対し2,378万8,701円のローカルコストを負担して

いる（2011年10月末時点）。各会計年度の内訳は表３－２のとおり。 
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表３－２ 日本側のローカルコスト負担 

（単位：円） 

会計年度 2008 2009 2010 2011 合計 

金額 3,735,987 8,761,336 5,566,935 5,724,443 23,788,701 

出所：調査結果を基に調査団が作成。 

 

（3）本邦及び第三国でのC/P研修 

合計で16名のC/Pが本邦での研修（国別研修）を受講している。国別研修の受入れ実績は

表３－３のとおり。また、2011年6月26日～同7月2日にかけて、6名のC/Pが技術交流の一環

としてケニアを訪問している。 

 

表３－３ 国別研修の受入れ実績 

年度 研修コース名 人数 受入れ期間

2008 （C/P合同研修）灌漑排水のための施設管理・水管理 2名 4週間 

2009 
日本の参加型水管理 5名 4週間 

日本の参加型水管理 1名 1週間 

2010 日本の参加型水管理改善 8名 2週間 

出所：調査結果を基に調査団が作成。 

 

（4）供与機材 

供与機材額の合計は、表３－４のとおり約1,935万6,457円〔約107万5,359エジプトポンド

（Egyptian Pound：LE）〕であり、すべてエジプト側に供与済みである。すべての機材はエ

ジプト国内で調達されている。これら供与機材に加えて、JICAエジプト事務所からデスク

トップPC2台及びプリンター1台が譲渡8されている。これらすべての機材は、プロジェクト

による記録･聞き取りや直接視察により適切に活用されていることが確認されている。 

 

表３－４ 供与機材の調達金額 

会計年度 2008 2009 2010 合計 

供与機材への支出 
円 13,203,613.6 5,541,354.0 611,489.5 19,356,457.1

LE 733,534.09 307,853.00 33,971.64 1,075,358.73

為替レート 18.0 円/LEで換算。 

出所：調査結果を基に調査団が作成。 

 

供与機材には、5台の車両、6台のプロジェクター、6台のコピー機、6台のビデオカメラ、

3台のPHメーター等が含まれている。詳細は付属資料3のANNEX 7のとおり。 

 

                                                        
8 機材の耐用年数を越えて不用となったもの。 
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３－１－２ エジプト側投入 

（1）C/Pの配置 

現在、合計で42名のC/Pが配置されている。大部分のC/Pはプロジェクトのために継続し

て働き続けることが期待されている。詳細は付属資料3のANNEX 8のとおり。 

 

（2）エジプト側からのローカルコストの負担 

エジプト側は本プロジェクトの活動実施に対して85万2,841LEのローカルコストを負担

している（2011年9月末までの実績）。詳細は表３－５のとおり。 

 

表３－５ エジプト側のローカルコストの負担 

（単位：LE） 

支出費目/会計年度9 2008 2009 2010 2011 計 

事務機材･電気機器等 45,000 7,000 3,500 800 56,300

燃料費 8,000 9,000 12,000 2,500 31,500

手当･日当費 162,700 144,000 171,000 48,000 525,700

研修費 54,490 102,965 59,585 22,301 239,341

支出合計 270,190 262,965 246,085 73,601 852,841

出所：調査結果を基に調査団が作成。 

 

（3）施設の提供 

エジプト側はCDIASの中に事務所スペース及び必要な事務機器等を3名の長期専門家と

短期専門家のために提供している。執務場所が近接しており、専門家とCDIASのC/Pがコミ

ュニケーションをとりやすい環境となっている。 

 

３－２ アウトプットの達成状況 

（1）アウトプット1 

アウトプット1は指標を十分に満たしており、達成される見込みである。 

 

アウトプット1： 

灌漑区単位で取り組んでいるIWRMが適切に実現されるよう、さまざまなレベルで形成され

るWUOのその地域や状況に即した現実的かつ理想的な姿や機能が明確になる。 

評価指標 

・組織管理や水管理の方法を含むWUO運営マニュアルが作成される。 

（第1グループのプロジェクトサイトに関する次の指標に関して） 

＜問題解決のための活動＞ 

・プロジェクトサイトにおいて、合同で水量測定（water measurement）が実施される。 

・プロジェクトサイトにおいて、継続的に水位がモニタリングされる。 

                                                        
9 エジプトの会計年度は7月～6月。 
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＜水路運営･維持管理計画のための計画＞ 

・メスカレベル及び支線水路レベルにおける水路運営計画（canal operation plan）が準備され、

満足度80％のレベルで実施される。 

・水路維持管理計画（canal maintenance plan）が作成され、メスカレベルではWUO内で合意

する。 

・水路維持管理計画（canal maintenance plan）が作成され支線水路レベルではWUOと行政機

関間で、合意する。 

＜維持管理（Operation and Management：O&M）費徴収＞ 

・メスカレベルにおいて、水路の管理と維持管理にかかる費用がWUOメンバーの90％から

徴収され、その状況が適切に記帳される。 

・支線レベルにおいて、各プロジェクトサイトが必要に応じて費用の徴収を経験する。 

＜BCWUAの問題認識･アクションプラン及び実施＞ 

・支線水路レベルにおいて、WUO（BCWUA）の活動を通じて課題が明確になる。 

・支線水路レベルにおいて、WUOによって活動計画が決定される。 

・策定された活動計画のうち、50％の活動がWUOによって開始され、25％の活動が完了す

る。 

＜特別委員会＞ 

・支線水路レベルにおいて、環境やジェンダーなどにかかわる特別委員会が設置され、メン

バーによる会合が定期的に開かれている。 

＜農民からのクレーム＞ 

・メスカレベル・支線水路レベルにおいて、農民からの苦情が30％減少する。 

 

プロジェクト活動当初の2008年にはいくつかの活動に遅れがみられたが、終了時評価時点

においてアウトプット1は十分なレベルで産出されている。アウトプット1はプロジェクト終

了時には達成される予定である。しかしながら、プロジェクトによって達成された成果を基

にしてより高いアウトプットの産出度を実現するためには、各レベルの灌漑指導部（Irrigation 

Advisory Service：IAS）スタッフ及びWUOメンバーに対して管理及び計画に関する研修を引

き続き実施していく必要がある。 

評価指標の達成度合いについては、付属資料5 評価グリッド結果（達成グリッド部分）和

文を参照。 

 

（2）アウトプット2 

アウトプット2は指標を十分に満たしており、達成される見込みである。 

 

アウトプット2： 

灌漑区単位で取り組んでいるIWRMが適切に実現されるよう、WUOの設立支援、活動強化を

するための方策が確立される。 

評価指標 

・WUO強化のための評価・モニタリング（Monitoring and Evaluation：M&E）マニュアルが

作成される。 

・（各プロジェクトサイトにおける課題を解決するための）PDM及び活動計画（Plan of 

Operation：PO）が、IAS職員の関与によって策定される。 

・各プロジェクトサイトにおいて、PDM及びPOに基づいた活動が始まる。 

・水管理に係る問題が、IAS職員による関与・調整を経て解決される。 
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プロジェクト活動当初の2008年にはいくつかの活動に遅れがみられたが、終了時評価時点

においてアウトプット2は十分なレベルで産出されている。アウトプット2はプロジェクト終

了時には達成される予定である。しかしながら、本プロジェクトは、プロジェクトによって

達成された成果を基にしてより高いアウトプットの産出度を実現するためには、IASスタッフ

及びWUOメンバーに対してM&Eに関する研修を引き続き実施していく必要がある。 

評価指標の達成度合いについては、付属資料5 評価グリッド結果（達成グリッド部分）和

文を参照。 

 

（3）アウトプット3 

アウトプット3について指標の充足という点からは達成される見込みであるが、指標とアウ

トプットの間にはやや乖離が認められた。 

 

アウトプット3： 

国内のWUOの設立支援、活動強化をするために、全国レベルで政府機関の体制が整う。 

評価指標 

・DIAS事務所を全国レベルで設置する計画が作成される。 

・DWBの役割及び責任が明確になる。 

・DWBの設立計画が作成される。 

・地方運営委員会（Regional Management Committee：RMC）が定期的に開催され、年間活動

計画が作成される。 

・第1グループのプロジェクトサイト（4地区）において、現状のレビューが行われる。 

・すべてのDIAS職員を対象とした研修計画が作成される。 

 

評価チームによる評価指標上の評価、つまり、評価指標の達成度合いによると、アウトプ

ット3は、達成される予定である。 

しかしながら、アウトプット3の記述によるとプロジェクトの成果を全国に展開することが

必要であり、そのためにはエジプト政府側の政治的コミットメントが必要不可欠であるため、

実際の達成度と評価指標上の評価とはやや隔たりがあることに留意する必要がある。評価チ

ームは、第5章において、本アウトプットの達成のための提言を行っている。 

いくつかの活動が遅れているが、終了時評価時点においてアウトプット3はある程度産出さ

れている。一方、本プロジェクトは、プロジェクトによって達成された成果を基にDIASを全

国レベルで設置するための計画策定活動を継続して行う必要がある。 

評価指標の達成度合いについては、付属資料5 評価グリッド結果（達成グリッド部分）和

文を参照。 

 

３－３ プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標はプロジェクト終了までに達成される見込みである。 

 

プロジェクト目標: 

全国のWUOを設立支援、活動強化できるよう、CDIASの能力が向上する。 
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評価指標 

・WUOを設立・強化するためのマスタープランと実施計画がCDIAS及びGDIASにより作成され

る。 

・CDIAS職員を対象とした長期的な能力開発計画が作成される。 

 

プロジェクト目標の達成については、評価指標の達成度が判定できないため、現時点では判定

できない。C/Pと専門家からの聞き取りによると、評価指標に記述されている2つの成果物は現在

作成中であり、本プロジェクト終了時には完成することが推測される。 

2011年6月にWUOのあり方に関するセミナーが実施され、セミナーにおいてはCDIASとGDIAS

の職員が「WUO支援のための政府主体の役割の活性化」、「WUO支援･活性化についての手法」、「統

合的水管理の活性化のためのWUOの組織及び役割の定義」について議論をしており、実質的な議

論が開始されている。 

専門家とC/Pへの聞き取りによると、メスカレベル及び支線レベルにおいて「水利組合の設立・

強化のための基本計画及び実施計画（A master plan and implementation plan for establishing and 

strengthening WUOs）」は2012年2月までにはCDIASによって作成される予定である。したがって、

上記計画が作成されれば、プロジェクト目標は達成される見込みである。 

現在、第1グループ（4つのプロジェクトサイト）における研修内容は見直し（レビュー）され

ており、C/Pは、他ドナーの研修プログラムとの調整を行いながら、長期計画の代わりにCDIAS と

GDIAS向けの年間能力開発計画を策定している。年間計画は、毎年更新されていく予定である。 

評価指標の達成度合いについては、付属資料5 評価グリッド結果（達成グリッド部分）和文を参

照。 

 

３－４ 上位目標の達成度 

実績の確認と分析に基づき、現時点では、上位目標達成の方向性についてはエジプト政府側の

政治的な不安定性もあることから、現在言及するのは適切ではない。 

一方で、プロジェクト目標が達成されかつエジプト政府のCDIASに係る方針が変更しない、WUO

強化を進めるための必要な予算措置がされるといった外部条件が満たされれば、将来（プロジェ

クト終了後3年～5年後）上位目標が達成される可能性はある。しかしながら、エジプト政府側か

らの持続的な政治的・政策的な支援が上位目標達成のためには必要不可欠である。加えて、今後、

参加型灌漑管理（Participatory Irrigation Management：PIM）及び灌漑管理移管（Irrigation Management 

Transfer：IMT）を達成するためにも、政治的・政策的な支援が必要不可欠である。 

評価指標の達成度合いについては、付属資料5評価グリッド結果（達成グリッド部分）和文を参

照。 

 

上位目標： 

国家の重要課題である効率的な水資源管理を実現できるよう、全国のWUOが灌漑区（District）、

支線（Branch Canal）、圃場（メスカ）レベルで技術的・組織的・財政的に自立している。 

評価指標 

・WUO及び関係者の共同実施により全国規模で水管理計画が準備･実施される。 

・WUO及び関係者の共同実施により全国規模で水質が維持または改善する。 
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３－５ 実施プロセス 

（1）実施のフレームワーク 

本プロジェクトは、日本人専門家の活動への想定される関与の度合いに応じてプロジェク

トサイトを第1グループ（4サイト：ラシュ・エル・ガルビ、バハル・ヌール、シノーリス、

ベニ・アビード）と第2グループ（2サイト：ライ1、エル・ヘラ）に分けている。 

グループ1のプロジェクトサイトに対するプロジェクト活動は、C/Pと日本人専門家の協同

によって実施されたが、グループ2のプロジェクトサイトに対するプロジェクト活動は、専門

家の支援とモニタリングを受けながらC/P自身のイニシアティブによって実施されている。

C/Pの能力開発の度合いに応じた実践的な2段階の能力開発のアプローチを採用している。 

 

（2）PDMとPOに沿ったプロジェクトの実施 

プロジェクト開始当初には、専門家のためのプロジェクト事務所環境整備（事務機器、事

務所スペース、電話回線）や実施のフレームワークの議論に予想以上に時間がかかり、いく

つかの活動に遅れ（2～3カ月程度）が発生していた。しかしながら、現在はその遅れは取り

戻している。現在、アウトプット3に関連する活動においてやや遅れが発生しており、プロジ

ェクト終了時までには必要な活動を行わなければならない。具体的には、WUOのあり方を考

える議論の継続やWUO強化のための計画の策定を行うことである。 

エジプトの政変に伴うJICA関係者の退避によって2011年2月～3月にかけて専門家が不在と

せざるを得なかったことから、ケニアにおける技術交流（「中南部持続的小規模灌漑開発・管

理プロジェクト（SIDEMAN）」との技術交流）は延期になり、第2グループの活動を中心にい

くつかのプロジェクト活動にも遅れがみられた。しかしながら、その負の影響は限定的であ

り、2011年3月に専門家が再赴任した後、ケニアの上記案件との技術交流は2011年6月～7月に

C/P 6名が同国を訪問して実現し、第2グループのプロジェクトサイトへの技術協力も再開・実

施されていることから、その遅れを取り戻しているといえる。 

遅れがあったにもかかわらず、プロジェクトはPOとPDMに沿っておおむね実施されたとい

える。 

 

（3）開発パートナーとの調整 

本プロジェクトは、他ドナーとの調整を行った。WBやオランダが実施しているIIIMPと協

議を行い、IIIMPの進捗を勘案して、アボ･ホモスとブスタンをプロジェクトサイトから除外

した。 

 

（4）モニタリング 

2011年9月時点で、合同調整作業部会（Joint Coordinating Working Group：JCWG）を合計33

回開催しており、RMCを第1グループのプロジェクトサイトで34回、第2グループのプロジェ

クトサイトで5回の合計39回開催している。合同運営委員会（Joint Steering Committee：JSC）

を6回開催してプロジェクトのモニタリングを強化･実施している。 

 

（5）技術移転の状況 

能力開発のみならず問題解決にも焦点を置いた技術移転方法を採用している。プロジェク
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ト開始後、C/Pはある程度の知識はもっているが、問題解決のためのノウハウ、特にプロジェ

クトサイトにおける現実の問題への対処能力を有していないことが、日本人専門家により判

明した。この状況に対処するために、本プロジェクトは、問題分析（把握･分析･優先事項の

決定）、能力開発、解決策に関する協議に加えて、本プロジェクトは、問題解決のための活動

〔共同補修工事（Joint Repair Work：JRW）10〕、水質調査、水管理、環境キャンペーン11等）

を加えることを決定した。本プロジェクトは、C/Pの実情に応じて柔軟性をもって適切に実施

されたといえる。図3-1に実施プロセスのイメージを示す。 

農民からの施設改修・建設の事前承認、建設費の負担、灌漑施設の自己管理等といった日

本の土地改良システムの経験を本プロジェクトはエジプトにC/Pを通じて移転しようと努め

ており、CDIAS、GDIAS、WUOメンバーのみならず、他ドナーからもこれらの経験は受け入

れられ始めている。 

 

 
12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：WMIP2 

 

図３－１ プロジェクトの実施プロセス 

 

（6）オーナーシップ 

C/Pと専門家に対する質問票の回答、インタビューによると、C/Pはプロジェクトに対して

オーナーシップをもち始めている。オーナーシップを示す具体的な事例は以下のとおり。 

                                                        
10 JRWは、実際の問題解決のための活動の一環として実施されており、JRWの計画・実施のプロセスがWUO等の能力向上のた

めの訓練の機会となっている。第1グループのサイトの実施実績は次のとおり。ラシュ・エル・ガルビでは、支線水路のライ

ニングの補修、バハル・ヌールでは崩れた支線水路ライニングの補修、シノーリスでは30カ所の水路取り入れ口の補修、ベ

ニ・アビードでは老朽化した4カ所の水路ゲートの補修を行っている。第2グループのパイロットサイトにおいてもJRWの準

備･協議が進められている。 
11 ラシュ・エル・ガルビで実施済みであり、シノーリス、ベニ・アビードで2011年12月以降の実施にむけて準備が進められて

いる。バハル・ヌールでは実施予定はない。 
12 参加型農村調査（Participatory Rural Appraisal：PRA） 
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・C/Pとベニ･アビードとシノーリスのBCWUAは、2011年1月の政変で日本人専門家が不在に

なり、彼らからの直接指導がないにもかかわらず、自分自身でJRWを行い、工事を完了させ

た。 

・バハル・ヌールにおいてはJRWを通して農家自身が施設の改修費用を負担したことにより、

灌漑施設が自分たちのものであるという意識が深まった。 

・ラシュ･エル･ガルビのBCWUAは維持管理費用の徴収に成功し、水利組合の事務所の建物を

建設した。 

その他、C/Pは自身の活動をJSCで説明できるようになっており、オーナーシップが芽生え

始めていることも指摘されている。 

 

（7）コミュニケーション 

プロジェクト実施当初は日本人専門家とC/Pの間のコミュニケーションは、言語の壁及び文

化的ギャップによりいくぶん難しかったが、現在はそのギャップは改善されている。C/Pは彼

ら自身で英語力を身につける努力をしており、また、本プロジェクトで雇用した英語･アラビ

ア語に堪能で、日本･エジプト双方の文化を理解するプロジェクト秘書がコミュニケーション

に大きな役割を果たした。 

 

（8）広報活動 

本プロジェクトは、外部に向けても効果的に広報活動を進めている。アラビア語でホーム

ページを開設し、非定期ではあるがアラビア語でニュースレターを発行し、情報発信に努め

ている。そのほかにPRカレンダー、ポスター、プロジェクト紹介用のパンフレットを作成し

て、関係者に配布している。 

メディアに向けての露出もみられており、「10PM」というエジプトでも人気の高いテレビ番

組の1つで本プロジェクトの水管理に関する取り組みが紹介され、外部からのプロジェクトに

対する関心は高まった。新聞等のメディアにもプロジェクト活動はしばしば取り上げられて

おり、特に2011年5月の環境キャンペーン実施後には、エジプトの地元紙等13に本プロジェク

トの取り組みが取り上げられた。 

 

                                                        
13 Al Youm Al Sabaa（May 26, 2011）、The Egyptian Gazette（May 28, 2011）、Middle East News Agency（電子配信：May 26, 2011） 

 



 

－20－ 

第４章 評価結果 
 

４－１ 評価5項目による評価 

４－１－１ 妥当性 

エジプト及び日本の農業分野及び灌漑分野の開発政策は変わっておらず、農業･灌漑セクター

はプロジェクト開始以来、国の重点分野であることから、本プロジェクトの妥当性は高い。 

 

（1）エジプト政府の政策/戦略との整合性 

1）「第6次経済社会開発5カ年計画」 

「第6次経済社会開発5カ年計画」はエジプトの最も基幹となる開発計画である。本計画

のなかで、「農業開発戦略（2007）」について触れられており、次の3つの目標を掲げてい

る。 

① 開発を維持して環境を保護するために資源の配分と利用経済的効率を通して毎年農

業生産の3.9％の増加 

② 比較優位･競争優位性の追及による食料安全の達成及び農業の発展 

③ 雇用機会の拡大及び農村における生活水準の改善への貢献 

本プロジェクトは、効率的な水管理による食料安全の確保、農業生産性向上による農

村の生活水準向上をめざしていることから、「第 6 次経済社会開発 5 カ年計画」と本プ

ロジェクトは合致している。 

2）「NWRP2017」 

本計画は、一貫して、PIM及びIMTの必要性を強調した内容になっており、支線レベル、

メスカレベルの灌漑施設･灌漑システムの管理･運営をさまざまな関係者の参加のもとに

推進する内容となっている。PIMのコンセプトはローカルレベルの組織（この場合はWUO）

に支線レベル、メスカレベルの改修･維持管理の実施を委託することである。一方、IMT

のコンセプトは灌漑施設14の管理全体をWUO等に移譲することである。 

本計画のなかで長期水資源開発戦略（2007）が記述されており、本計画の基になってい

る中心的考え方（pillar）について次のように触れられている。 

① 西部砂漠地帯の地下深層水の開発及び貯水池の劣化防止の管理 

② シナイ半島及び西部砂漠地帯の地下深層水の改善能力の調査 

③ 半塩水地下深層水（semi-saline groundwater）の漁業養殖及び土地開発への活用能力の

調査 

④ ナイル沿岸の貯水池のための地下水の利用及び管理の拡大 

⑤ 北部海岸沿岸の水採取のプログラムの拡大 

⑥ 氾濫水の活用の可能性調査及び洪水の脅威の軽減のためのシナイ半島における防御

措置の開発 

⑦ 拡大する水需要に見合った海岸地域の脱塩プロジェクトの拡大 

3）「2030年に向けた持続的な農業開発戦略」 

エジプト政府は、「2030年に向けた持続的な農業開発戦略」を策定し、農業資源を自立

                                                        
14 幹線水路を除く。 
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的に活用することを重点に置いて本戦略の第一目的としている。農業資源の自立的な活用

として、「持続的な農業開発戦略2030の目的の1つとして、3次レベル（メスカレベル）の

灌漑水路だけでなく圃場における灌漑システムの効率性の向上をもって、灌漑用水の輸

送･配分システムの効率性が向上すること」と記述されている。 

それゆえに、本プロジェクトはエジプトの灌漑/水資源セクター及び農業開発の国家開発

政策/戦略と高い整合性がある。 

 

（2）日本の援助政策/戦略との整合性 

日本は政府開発援助を通して戦略的な取り組みを継続して推進している。対エジプト国

別援助計画の3つの柱として「持続的成長と雇用創出の実現」「貧困削減と生活水準の向上」

「地域安定化の促進」を掲げている。「貧困削減と生活水準の向上」のなかで「農業・農村

開発」の重要性について明確に触れられており、本プロジェクトは、日本の対エジプト国

別援助計画とも十分な整合性がある。 

【補足】 

2011年6月30日作成の対エジプト国事業展開計画（ローリングプラン）において、本プロ

ジェクトは、開発課題「農業･農村開発」のなかに含まれており、そのなかで触れられてい

る農業･農村開発の課題「水需要全体から見た水資源の有効利用の促進や限られた耕作地を

効果的に活用するための農業技術の普及」にも合致している。 

 

（3）ターゲットグループ及び受益者のニーズ 

農業と効率的な水管理を結びつけて行うことはエジプトにとって必要不可欠な課題であ

る。本プロジェクトはCDIASの職員の能力開発を目的としている案件であり、研修参加者

からは、本プロジェクトによって実施された研修の内容は高く評価されている。 

また、国全体として、効率的な水管理のもとでの食料安全の問題は国が直面している重

要な課題となっている。農民達は農作物の収量の増加を可能にする灌漑施設の改修及び建

設に大きな関心をもっており、そのことが彼らに労働力を提供させて建設/改修工事の支援

を試みたことにつながった。 

それゆえに、本プロジェクトは直接ターゲットグループ（CDIAS）及び間接ターゲット

グループ（WUO）のニーズとよく合致している。 

 

（4）必要性 

WUOの能力向上は村落レベルの効率的な水管理とNWRP2017で示されているPIM及び

IMTの推進には必要不可欠である。CDIASとGDIASは、農業用水利用のための既存のWUO

の強化及び新しいWUO（またはWUU）の設立を担っている。そのため、CDIASの強化の必

要性は十分に高いと判断される。 

 

（5）プロジェクトのアプローチ/戦略の適切性 

本プロジェクトは、NWRP 2017に沿ってPIM及びIMTを推進する役割を担うCDIASの能力

開発に焦点を当てた戦略をとっている。直接CDIASの能力を強化する本プロジェクトの戦

略は、エジプト国内の水管理の問題に取り組む手段として妥当であると判断できる。 
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４－１－２ 有効性 

有効性は中程度である。 

「3-3 プロジェクト目標の達成度」に記述されているとおり、プロジェクト目標の評価指標が

達成できる見込みであることから、プロジェクト実施終了時にはプロジェクト目標の達成見込

みは高いと判定することができる。一部のプロジェクト活動の遅れによる負の影響については、

終了時評価時点では限定的である。 

アウトプットにおける達成目標は①WUOの理想的な姿や機能が明確になる、②WUOを強化す

るための方策が確立される、③WUO強化のために全国レベルで政府機関（CDIAS）の体制が整

うことである。これらは、プロジェクト目標の達成目標であるWUOの強化を通したIWRM及び

効率的な水利用に関するCDIASの能力の向上に必要不可欠であり、このことからアウトプット

とプロジェクト目標の間の論理関係は十分説明できる。図示すると図４－１のようになる。 

CDIASはWUOの強化を通してPIM及び効率的な水利用を推進するための主導的役割を果たせ

る唯一の政府組織である。しかしながら、実際には、アウトプット3の達成度合いは他のアウト

プット1、2の達成度と比較して高くないことに留意すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：調査結果を基に調査団が作成。 

 

図４－１ アウトプットとプロジェクト目標の関係 

 

＜外部条件の検証＞ 

日本人専門家及びC/Pによると、政府からの必要な予算は手当てされていることから外部条件

は満たされている。 

貢献要因及び阻害要因は以下のとおりである。 

 

(アウトプット3)

 WUO強化のために全国レベルで政
府機関(CDAIS)の体制が整う

(アウトプット2)
 WUOを強化するための方
策が確立される

(アウトプット1)
WUOの理想的な姿や機能
が明確になる

(プロジェクト目標)
WUOの強化を通した統合水
資源管理及び効率的な水利
用に関するCDIASの能力が向
上する

WUOの機能明確化･
機能強化策の確立

全国レベルにおける政府
体制(CDIAS)の強化
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＜貢献要因＞ 

・PRA、プロジェクト・サイクル・マネジメント（Project Cycle Management：PCM）、及びJRW

や環境キャンペーンなどの実践的応用といった研修の内容は研修参加者からも高く評価され

ており、CDIAS やWUOの能力構築に貢献している。 

・WUOメンバーにとっては、JRWを経験することが、結果として彼らの意識の向上及びオーナ

ーシップの熟成につながった。 

・ケニア、シリア〔「節水灌漑農業プロジェクト（DEITEX-II）」〕との技術交流事業はC/Pの管理

問題のための視野を広げてプロジェクト活動への参加を推進した結果となった。 

 

＜阻害要因＞ 

・何名かのC/Pは人事異動でプロジェクト活動を離れ、円滑なプロジェクト実施に支障をきたし

た。その結果として、プロジェクト活動を通して得られる知識･経験を維持し、エジプト側が

実施のためにイニシアティブをとることが難しくなっている。 

・MRWI灌漑局（ID）において、CDIASの高い行政的地位（高い責務と権限）が確保されていな

い。 

しかしながら、WUOとCDIASの能力強化をより高い次元で実現するためには、DWB及び

BCWUAに対する法的地位が付与されそれらの役割と機能が明確化されることが必要である。 

 

４－１－３ 効率性 

本プロジェクトの効率性は高い。 

本プロジェクトは小規模案件15に分類されるが、明確な成果を発現しており、投入全体として

も効率性は高いと評価できる。 

インプットの質と量に関しては、C/Pの配置、日本人専門家、供与機材、研修実施、事務所の

提供、施設の提供といったエジプト側及び日本側の投入は比較的適切であったといえる。3名の

短期専門家を派遣して、長期専門家が集中して指導できない分野についての指導を行い、プロ

ジェクト活動を適切に補完している。 

インプットのタイミングについては、4WD車両の調達が事務手続きの遅れもあり遅延がみら

れたが、円滑なプロジェクト実施のうえで大きな阻害要因とは認められなかった。車両以外の

調達に関しては、プロジェクト活動の進捗に合わせて実施された。2011年1月に発生した政変に

よる混乱により、第2グループに対する本格的な活動実施（研修の実施、POの作成等）、ケニア

における技術交流活動の遅延（それぞれ約5カ月程度、約4カ月程度）がみられた。しかしなが

ら、それらの負の影響は限定的であった。 

いくぶん遅延はみられたにもかかわらず、インプットを活用したプロジェクト活動は十分ア

ウトプットを産出しているといえる。本プロジェクトは比較的円滑に日本人専門家と協力しな

がらCDIAS及びGDIASにより運営されている。しかしながら、C/Pがプロジェクト活動に対して

より積極的に関与すれば、より高いレベルでのアウトプットの産出が見込まれる。 

また、本プロジェクト及びWUOメンバーはJRWによる灌漑施設の改修はコスト効率性が高い

手法であることを認識しており、他の地域にもこの手法を拡大することを承認している。現地

                                                        
15 JICAでは、総投入計画額が2億円未満の案件を「小規模案件」として区分している。 

 



 

－24－ 

調査の結果によると、評価チームはJRWの手法はラシュ・エル・ガルビの他地域に拡大しつつあ

ることを確認している。JRWの導入によりIAS職員とWUOメンバーはプロジェクトに対するオー

ナーシップをもち始めることができている。プロジェクトの実施を通して、彼らはWUOの強化

とWUOの必要性のために必要であることを理解し始めている。環境キャンペーンとJRWはWUO

メンバーの意識を高めている結果となり、彼ら自身の問題・課題を特定して自発的に解決しよ

うとしている。 

エジプト政府は灌漑システムを十分な事前周知もなく連続通水から輪番通水に変更して実施

していることから、一部の農民の間には混乱が起こっているようであり、このことが効率性に

影響を与えることもありうる。 

 

＜外部条件の検証＞ 

専門家へのインタビューによると、技術協力の活動のための必要機材はほぼ滞りなく調達さ

れており、事実上、外部条件は満たされているといえる。 

 

４－１－４ インパクト 

本プロジェクトのインパクトは中程度であり、いくつかの正のインパクトがみられている。

「3-4上位目標の達成度」に記述しているとおり、上位目標達成の見込みについて言及するのは

適切ではない。 

 

＜正のインパクト＞ 

上位目標の他に以下のインパクトがみられている。 

WUOsに対するインパクト： 

・バハル･ヌールとラシュ・エル・ガルビのプロジェクトサイトのBCWUAのメンバーは農民か

ら維持管理費の徴収に成功し、WUOは彼ら自身の活動を自身で実施していくべきであるとい

うことを示している。 

・第1グループの残りのプロジェクトサイト（シノーリス、ベニ･アビード）においても維持管

理費の徴収を始める兆候がみられている。 

・プロジェクトサイトの農民の意識がプロジェクトの支援もありWUOを組織したことにより高

まり始めている。 

・ベニ･アビードのBCWUAメンバーは彼ら自身のイニシアティブ（資金）で水路の清掃を開始

している。 

・シノーリスのプロジェクトサイトのBCWUAメンバーは彼ら自身の資金で水路の改修工事を実

施した。 

プロジェクトに対するインパクト： 

・ケニア、シリアといった他国のJICAプロジェクトとの技術交流を実施したが、これにより各

国の強みについて相互に学ぶ機会となった。ナイル川の水資源の有効利用をめぐっては上流

国と下流国で意見対立もみられるが、この経験交流及び連携強化によって、ナイル川の水管

理の安全保障の強化及び水をめぐる紛争の予防･減少のための基盤が構築されることが期待

できる。 
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＜負のインパクト＞ 

プロジェクト関係者からは特に負のインパクトは指摘･観察されていない。 

 

＜阻害要因＞ 

上位目標達成のために次の阻害要因が観察されている。 

・何名かのC/Pが人事異動でプロジェクトを離れたことから、プロジェクトの円滑な実施に支障

をきたしている。特にプロジェクトダイレクターの異動はプロジェクト活動に大きな影響を

及ぼしている。 

・PIM推進のための具体的な活動・行動がまだエジプト政府側から行われているとはいえない。

そのためには、例えば、本プロジェクトの影響を全国に展開するためには法的整備の側面と

して関連する法体系の整備、人的側面としてCDIASへのより多くの人的資源投入が必要であ

る。 

 

＜外部条件の検証＞ 

外部条件は、「WUOの設立、強化、フォローアップ、モニタリング、評価をするための促進機

関として政府がCDIASを任命する政策を変更しない。」であり、C/Pや専門家によると、CDIAS

をWUO強化のための中心的機関とする政府の方針は変わっていないため外部条件は満たされて

いる。しかしながら、もう一方の外部条件「IASの職員が、プロジェクトにより訓練され、IAS

にとどまる。」は、何名かのC/Pの辞任や異動があったため満たされていない。プロジェクトの

残り期間においては、現在配置されているC/Pが継続して配置されるよう要請する必要がある。 

上位目標達成のためには、PIM及びIMTを実施するための組織再編による持続的なエジプト政

府の政治的コミットメントが必要不可欠である16。 

 

４－１－５ 持続性 

本プロジェクトの持続性はやや弱い。以下で（1）はやや弱い、（2）は中程度、（3）はやや高

いとしているが、プロジェクトの持続性において（1）の重要性が高いとの観点から、評価はや

や弱いとした。 

 

（1）制度的・政治的持続性 

制度的･政治的持続性はやや弱い。灌漑施設を含む水資源及び水管理の重要性は

NWRP2017でも十分に記述されている。NWRP2017の内容には、PIMの推進を含んでいるた

め、本プロジェクトはエジプト政府の政策/方針であるNWRP 2017とも高い整合性がある。

結果として、プロジェクト終了後も政府からの政治的なコミットメント及び開発パートナ

ー機関からの支援が容易に獲得できるであろうことが予想される。 

しかしながら、CDIASの行政的地位の向上はPIM及びIMTを推進するためには十分確保さ

れておらず、より高い持続性のためにはWUOの法的地位が必要となる。WUOに対する法的

地位の付与の結果として、水管理に関するBCWUAの役割･機能が明確化されることが期待

                                                        
16 専門家によると、特に、MWRI内に設置されている機構改革事務局（Institutional Reform Unite：IRU）を機能させ、PIM、IMT

の推進を進めていく必要で、現在ドイツ国際協力公社（Deutsche Gesell-schaft fur Inter-natio-nale Zusam-men-arbeit：GIZ）が支

援しているとのことである。 
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できる。 

 

（2）組織的・財政的持続性 

エジプト側はある程度現地業務費用を負担しており、終了時評価後（2011年10月～2012

年3月まで）の財務負担の予算17も計上されている。しかしながら、2011年1月の政変後の公

務員給与の引き上げ等で政府の財政支出が増加することが見込まれており、現状の政治的

環境では政府の財政的困難が予みされることから、財政的持続性は中程度である。 

16名のC/Pがプロジェクト開始時からプロジェクト活動から離任している。CDIASの部長

（Head）、4つのGDIASのうち3名のGDIASの局長が2011年中に離任しており、プロジェクト

活動に負の影響を与えている。本プロジェクト終了後に、何名かの有能なC/Pが他の緊急性

の高いプロジェクト等に異動になることも予想される。組織的な持続性を維持するために、

C/Pを現状の地位にとどめておく何らかの措置を講じる必要がある。 

以上から組織的な持続性は、中程度であると判定される。C/Pがプロジェクトの実施して

きた活動に引き続き配置されるか否かモニターしていく必要がある。 

 

（3）技術的持続性 

技術的持続性は比較的高い。インタビュー及び直接視察、質問票への回答によると、C/P

とWUOメンバーによって採用された技術は彼らによって活用され始めている。彼らは、PRA

やPCMを通した問題発見手法、水管理、水路の改修方法等に関して新しい技術・知識を学

び自分のものとすることに高い関心を示しており、それらの有用性･活用性を認識し始めて

いる。 

本プロジェクトによってもたらされた技術は、エジプトの他のメスカ・地域にも普及さ

れている。また、本プロジェクトの経験・知識がWUOの内部で共有・蓄積されていること

は、特筆すべきことである。それだけではなく、問題解決コンポーネントを加えたことに

より、C/PとWUOメンバーは、採用された技術・知識を基に学んだことを実践することが可

能になった。自分のものとした技術の実践的な応用の機会を与えたことは、技術的持続性

の観点からも妥当であったといえる。 

 

４－２ 結論 

日本人専門家、C/P、プロジェクト関係者、他の関係者の積極的な実施により本プロジェクトは

POとPDMに沿って十分なレベルで成果を産出している。持続性にやや弱い部分もみられるが、PIM

とIMTの推進に焦点を当てたプロジェクトのアプローチはエジプトの戦略にもよく合致している。 

プロジェクトの残り期間に財政的･組織的な持続性を確保するための措置を講じつつ、本プロジ

ェクトは当初計画どおり本プロジェクトを2012年4月に終了することとする。 

 

                                                        
17 エジプト側の現地業務費の負担予定額は、18万LEである。（出所：CDIAS） 
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第５章 提言と教訓 
 

５－１ 提言 

本プロジェクトを実施した経験から、以下の提言が得られている。プロジェクト残り期間に対

する提言とプロジェクト活動終了後の提言（プロジェクト残り期間も含む）に分けて記述する。 

 

５－１－１ プロジェクト残り期間に対する提言 

（1）各プロジェクトサイトのPDM及び活動計画に沿った環境キャンペーンの実施促進 

本プロジェクト、特にエジプト側が中心となって、WUOメンバーと協力しながら、他の

サイト（シノーリスとベニ・アビード）においても環境キャンペーン実施に向けて準備中

である。評価チームは、エジプト側がラシュ・エル・ガルビの経験を活用しながらも、各

プロジェクトサイトの特性を考慮した環境キャンペーンの計画及び内容にできるように、

本プロジェクトがこれらのサイトの支援及びモニターをすることを提言する。 

 

（2）優良事例集の改訂やアドバイザーとの連携等、成功事例の促進 

本プロジェクトはアラビア語で「WUOs活動優良事例集」を既に作成している。本プロジ

ェクトの残り期間において、プロジェクトによって得られた成功事例やその経験を他地域

に普及できるよう、「WUOs活動優良事例集」の改訂に取り組む必要がある。評価チームは、

PIMの成功事例及びその経験を普及するために、プロジェクト残り期間内で実施する予定の

普及セミナーの実施前に本優良事例集を改訂することを要請する。 

加えて、本プロジェクトの優良事例を制度化していくことを視野に入れて、本プロジェ

クトによって得られた成功事例やその経験についてのMWRIへの政策提言を、MWRIの日本

人専門家（農業・水資源政策アドバイザー）と協力しながら継続するべきである。 

 

５－１－２ プロジェクト活動終了後の提言 

（1）IIIMP等他案件へのプロジェクトの経験と教訓の普及 

水資源灌漑省は、プロジェクトによる経験及び教訓を他の既往案件へ普及する必要があ

る。 

例えば、プロジェクトサイトの1つであるバハル・ヌールを管轄しているビヤラ郡におい

ては、IIIMPの支援で、灌漑区を統合して水管理区に再編しているところである。IIIMPはバ

ハル・ヌールBCWUAの経験を活用しながら、対象区域のすべてのBCWUAの設立を継続す

る。 

 

（2）プロジェクトによる成果を持続させるための、MWRIによる財政的、組織的フォローアッ

プの確保 

MWRIは、PIM及びIMTを推進・普及するために十分な人員と財源を確保する必要があり、

そのことが、財政的・組織的な持続性の確保につながる。具体的には、WUOメンバーの能

力開発のための継続的な研修を実施するために、MWRIはGDIAS及びDIASレベルにおいて

十分な人数の人員を配置する必要がある。 

加えて、エジプト政府は、PIM及びIMTの実現・推進のためCDIAS及び他の関係機関に対
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して継続的な支援を行うための確固たる政治的な意思をもつ必要がある18。 

 

（3）CDIASに対する高いステイタスの付与 

MWRI灌漑局において、CDIASに対するより高い行政的地位の確保が必要である。評価チ

ームはPIMだけでなくIMTを推進するためにCDIASに対してより高い行政的地位が必要で

あると考える。評価チームはエジプト政府にCDIASの任務と役割を再検討して、より高い

責務と権限を与えるための具体的な措置をとることを提言する。 

 

（4）DWBとBCWUAの法的裏づけの付与 

本プロジェクトの水管理に関する成功事例によって、WUOは効率的な水管理に重要な役

割を果たしていることが明らかになった。より持続性のあるPIM及びPITの実現に向けて、

DWBとBCWUAに法的地位を付与するための関連法については、その可決のためにエジプ

ト政府が可能な限りの取り組みを行うことが必須である。 

 

（5）プロジェクトで支援したガイドブックを活用した、IMTに向けた平易なガイドブックの作

成 

CDIASは、プロジェクトによって作成されたガイドブック（WUA、BCWUAガイドライ

ン等）を活用しつつ、IMTを本格的に実施するまでに、より平易でBCWUAが理解しやすい

ガイドブックを開発する必要がある。 

 

（6）IAS職員の能力の継続した強化 

CDIADは現在CDIASとGDIAS職員のための研修年間計画を策定している。MWRIは、IMT

及びPIMが全国に促進・普及できるよう、継続性に配慮しつつ、研修内容が改善されるよう

支援を行う必要がある。 

評価チームは、IMT及びPIMの必要性に沿った研修内容をCDIASが継続的に実施できるよ

う、また、WUOの能力強化に貢献するよう、MWRIが必要な支援を行うよう提言する。 

 

５－２ 教訓 

本プロジェクトを実施した経験から、以下の教訓が得られている。 

 

（1）プロジェクト活動への問題解決コンポーネントの追加 

本プロジェクトは、プロジェクト開始後にその必要性を判断し、問題解決能力を強化する

ためのコンポーネント（例：JRW、水管理、環境キャンペーン等）を追加した。このような柔

軟なプロジェクト実施の結果として、C/PとWUOメンバーは新しい知識と技術を、実際に適用

する機会を得ることができ、それにより彼らの能力にも向上がみられた。このコンポーネン

トの追加は、彼らの意識を向上させ、プロジェクト活動に対するオーナーシップを高める面

でも貢献した。 

                                                        
18 専門家によると、IRUの機能強化を行って、PIM及びIMTの担い手である水関連の地方組織の再編を行う必要があるとのこと

である。 
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（2）問題の把握と実施における参加型プロセスの確保 

本プロジェクトはWUOメンバーとIAS職員の間の議論と参加型アプローチを通じた意思決

定に基づいて、JRW、水管理、水量測定、環境キャンペーン等を実施している。この参加型プ

ロセスは、WUOメンバーとIAS職員がプロジェクト活動に精力的に参加することにつながっ

ている。 

 

（3）水管理における日本の知見の活用 

灌漑用水の管理についての日本の経験、特に、施設改修や建設の際の利害関係者からの事

前承認、建設費の応分の負担、農民による灌漑施設の自己管理といった日本の土地改良制度

の経験は、ドナー調整及び協調の機会を通して評価され、参考例として受け入れられてきた。

日本人専門家により提案されている水管理のアプローチは、CDIASのなかでも認識され、ま

た制度化され始めており、この動きがエジプト国内においてPIMの概念を普及し、実施を促進

するための好機となることが期待される。 

 

（4）JRWの高い有効性 

本プロジェクトのプロジェクトサイトでの経験により、労働力の提供と費用負担が、政府

及びWUOメンバーに双方にとって、灌漑施設の維持管理の効率性を向上させるものであるこ

とがわかり、灌漑施設の改修・建設においてJRWが費用対効果の高い方法であることが明確と

なった。加えて、JRWの実施によりWUOメンバーの意識の向上がみられたという結果も指摘

されている。 

本プロジェクトでは、WUOメンバーとプロジェクトの間で協議を行い、維持管理の移管に

ついてWUOが同意することをJRW実施の条件とした。IMTをどのような方法でどう推進して

いくかという点について、本プロジェクトは成功裏に1つのモデル事例を示したといえる。 

 

（5）実施における関係者・関係機関との連携の確保 

IAS職員及びWUOメンバーから評価されている環境キャンペーンにおいては、ローカルユ

ニット、灌漑局地域事務所、環境局地域事務所、学校、生徒、その他社会組織との連携・調

整を経て、キャンペーンを実施するのにWUOメンバーが大きな役割を果たした。本キャンペ

ーンは、WUOとIAS職員の能力が向上していることを示すこととなり、彼らは他の環境に関

する活動も牽引している。 

 

５－３ 提言と教訓を踏まえた水利組合/水資源管理の技術団員所感 

（1）全国展開に向けて 

WUO強化による水管理の改善を、現在のメスカレベルから支線水路レベルのWUOから面的

に広げ、IMTを推進するためには、BCWUA間の調整組織が必要となる。日本の土地改良区が

WUO組織の連合体から構成されているように、BCWUAの連合体組織をつくることができれ

ば、2次用水路や支線レベルでの配水調整を効率的に行うことが可能となる。こうした組織づ

くりのノウハウは、エジプトにはまだなく、今後とも、日本の土地改良制度を参考にして、

プロジェクト地域での連合体組織づくりを支援するといった活動が有効と思料される。 

他方、プロジェクトの成果であるメスカレベルでの水管理の改善については、プロジェク
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トサイトで定着しており、エジプト国内の他地区へ波及させるための農民訓練やアフリカ地

域等第三国への研修等において、成功事例として取り上げることを積極的に検討する必要が

あると思われる。また、WMIP2の活動の一環で、現場でのWUOメンバーやIAS職員のキャパ

シティ・ビルディング（CB）を実施しており、この手法は、研修センターでの机上の研修よ

りも、高い有効性があることが確認された。 

WMIP2の次の展開として、これまでの成果を生かし、引き続き同様な手法によりCBを実施

することが重要である。また、WMIP2ではケニアやシリアとの技術交換を目的とした相互訪

問によって双方に研修成果をもたらしており、第三国研修等、同様の手法による他国への成

功事例の紹介や意見交換等、現場レベルでの実践的研修が効果的と思料される。 

 

（2）中央レベルでの政策促進と継続的支援の必要性 

現場レベルの波及を促進する一方で、IMTの法律制定が足踏みしており、法律を具体化する

ための諸制度も未整備な状況にあり、中央レベルでの政策促進も重要である。日本では、土

地改良法に基づく土地改良区の運営、事業の実施、施設の維持管理にかかる補助制度等が整

備されており、日本の経験や制度をエジプトの政策に反映させることが有効と思料される。 

IMTの推進には、日本の経験に基づく助言と併せて、WMIP1&2等の現場から抽出される成

功事例や解決すべき課題等をMWRI本省の幹部に的確に伝え、改善を要求するというボトムア

ップとトップダウン双方向のアプローチをとることが重要である。 

WMIP2で実施してきた水管理の改善は、慣習的に個々の農家の判断のみで取水していた水

利用を、個人の利用を制限し全体として有効活用しようとするものである。水利用者の利害

にかかわり、個々の農家の理解を促進し、合意を得ながらのルールづくりとなるため、日本

での土地改良事業の実施時と同様、十分な時間をかけて取り組む必要がある。また、WMIP2

の成果を継続・発展させ、NWRPの課題の達成を支援するという点からも継続的な支援が重要

と思料される。 

 

５－４ 団長所感 

（1）有効性と効率性における高い評価 

本件はJICAの技術協力プロジェクトのなかでは「小規模案件」のカテゴリーに属する規模

の小さい案件であるが、3名の経験豊富な長期専門家の配置によって（資機材に依存しない）

アドバイスの方法などが充分に検討されており、高い効率性と有効性を示している点で好事

例と考えられる。 

WUOメンバーの農家を含むステークホルダーの参加を得てPCM手法を活用した問題分析

を行い、地元のニーズに合致した納得度と有効性が高い優良な解決策が策定され、実行され

たこと自体、PCM手法を用いてプロジェクトの運営・管理を行っているJICAにとっては多く

の示唆を有している。 

特にJRWは現地の人々のイニシアティブと応分の費用負担により実施されたが、これが本プ

ロジェクトの上位目標でもあり、政府がめざす中心課題でもあるIMTに直結するモデルとなり

得ているところは秀逸である。 

JRWのような成果に至るには、フェーズ1の協力で理解を得た日本の好事例や技術力に対す

る信頼や期待がベースにあったことが、両プロジェクトの支援を得て最も先行する好事例を
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現出させているバハル・ヌールなどでみて取れる。 

結果としてフェーズ2にあたる本プロジェクトは、少ない投入で具体的な成果を得る効率的

で効果的なプロジェクトとなっているが、3年10カ月の期間だけでここまで達成することは困

難であり、大投入でなくとも長期的また計画的にアドバイスを続けることの価値がみてとれ

る案件ともいえよう。 

フェーズ1、2を合わせれば10年を超える協力であったが、プロジェクトサイトを中心に高

い成果があり、農家の組合自体が強化されていることから、その持続性も一定程度確保でき

ていると考えられる。 

 

（2）コミュニケーション活性化の努力 

本プロジェクトのように、人や組織の能力を高め、機能させることを目的にした協力では、

多くの関係者の間で良好なコミュニケーションネットワークを形成することが重要である。

この点で本プロジェクトでは充分な配慮がなされてきたと思われる。東京やカイロの本部、

本省レベルとのコミュニケーションも重要だが、現場での信頼を得るための努力は必須であ

る。 

本プロジェクトでは3年半の間に、主要メンバーによるJCWGを33回開催しつつ、プロジェ

クトサイトの地方局レベルでのRMCを3カ月に一度は開催している。これらは、トレーニング

や問題分析のワークショップなどとは別に、定期的に行われてきたものである。GDIASの職

員からは、プロジェクトのおかげで本省（CDIAS）との人間関係が構築できたので、これを

維持し活用していきたいという発言が聞かれた。 

さらなる希望を言えば、成果が現出してきた時点で、プロジェクト外部への発信（エジプ

ト国内や日本向けのビジュアルなニュースレターやプロジェクト外部でのセミナー開催な

ど）をさらに強めてもよいと思われ、残された期間で活発化されることを希望する。 

 

（3）インパクトと持続性に関する課題 

インパクトの大きさに密接に関係する成果3で、明示的に狙っている全国展開の体制整備に

ついては、主にエジプト政府のイニシアティブに負うところだが、2011年1月以降の政治的不

安定も影響して、この点での不確実性は残念ながら大きな懸念点となっている。 

本件の上位目標は、効率的な水資源管理のためにWUOが全国的に、自立的な機能を有する

ようになることである。これは現在政府が担当する支線水路や灌漑区レベルの水管理までを

WUOが担当して、より効率的な灌漑を行うこと（IMT）を包含する。 

NWRP2017において、既に総論としてその方向性は確認されているが、法律整備などの具体

的な方策とはなっていない。法案（特に支線水路から上位のレベルでの農家主体の水管理組

織であるDWBやBCWUAを法的に認知し、人・モノ・金にかかる権限を確立させること）は

既に作成されて久しいとのことなので、前進するか停滞し続けるかは政治や行政のリーダー

たちのイニシアティブ次第と考えられる。 

本プロジェクトでは、現場レベルで高い効果・効率性さらには持続性を現出して「ボトム

アップ」のモデルを示すことができたが、全国でのIMTという大きな行政上の目標を達成する

ためには、上述の「トップダウン」による法や行政の制度整備は不可欠である。これは法整

備のみにとどまらず、関係する行政組織の体制や予算、人的配置を必要とするもので、それ
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らの点について、合同評価レポートでも提言した。 

プロジェクトの日本人専門家によれば、JRWなどの本件の好事例によって、IMTは相当な効

果をもって実現できるという確信を関係者に与える効果が期待できるという。そのような展

示効果を最大限に発揮するような工夫が、今後、残されたプロジェクト期間やその後のエジ

プト側関係者の努力のなかでなされることを期待する。この点は日本側においてもプロジェ

クト期間を超えて、何らかの工夫によりフォロー、協力していくべきところであろう。これ

に関して、エジプト側からはIMTのモデルづくりをめざす新規案件の要請がされており、本項

及び（4）に後述したエジプト側のイニシアティブもふまえつつ、今後検討が行われる予定で

ある。 

 

（4）提言と今後のテーマ 

既に述べてきたようにCDIASの機能・権限が強化されるとともに、それ以外の環境整備（IMT

に向けた法・制度、行政組織体制など）に大幅な前進がみられないと、WUO形成に農家を巻

き込んでいるにもかかわらず、現実の行政においてはドナー（と農民）だけが空回りしてい

るような状況にもなりかねない。これはJICAの協力のみならず水管理の分野で協力するすべ

てのドナーにとっての懸念と理解できるものである。 

2010年に終了したオランダ政府の協力によるファユームでのファユーム水利組合プロジェ

クト（Fayoum Water Users Organization Project：FaWUOP）では、WUOの設立を中心に協力が

進められたが、WUOを設立したものの、その後の機能強化の環境整備や研修が不足しており、

十分に機能が発揮されていないという。 

これらのWUOに対して、本プロジェクトのようなアプローチでその強化を図れば個別には

成功する期待値が高いと考えられるが、現時点では、まだエジプト行政のなかで自律的に広

がっていくめどが立っていない。 

本プロジェクトにおいて、日本人専門家をはじめとするJICAの支援部分が担った役割をエ

ジプト側の機関が日常業務として担い、さらに全国で共有し、広げていく環境が整わなけれ

ば、ドナーの協力が終了した時点の成果のままでとどまり続けるか、あるいはその成果も消

失してしまう懸念も高まる。 

同テーマに複数のドナーが多くの協力をしてきただけに、エジプト政府による制度整備、

環境づくりが喫緊の課題であることが痛感される。 

GIZはMWRIの機構改革に対する協力を行っており、これの成就はIMTへの取り組みの具体

化をみるうえでも極めて重要である。エジプトに派遣中の農業・水資源政策アドバイザーに

よると、先日までは同協力は未完のままの終了を予定していたが、当面3年間延長することが

決定したとのことである。エジプトの水管理分野の今後を検討するにあたって、GIZとの情報

交換は重要である。 

今後、エジプトが政変後の体制づくりを進めるなかで大きな選挙が行われるので、エジプ

ト政府が落ち着き、建設的な制度整備を行うのはその後になるかもしれないが、優先して取

り組んでもらいたいと考える。 

また、その段階を経てエジプトの水管理が新たな段階を迎えれば、同分野で活用可能な日

本の知見が豊富にあるので、さらなる協力の具体化が検討できると思われる。 
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